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裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング

以上以上以上以上以上以上以上

機械的性質を有する認定材料機械的性質を有する認定材料機械的性質を有する認定材料機械的性質を有する認定材料機械的性質を有する認定材料機械的性質を有する認定材料機械的性質を有する認定材料

：：：：：：： SM490A（JIS G 3106）あるいはこれと同等以上のSM490A（JIS G 3106）あるいはこれと同等以上のSM490A（JIS G 3106）あるいはこれと同等以上のSM490A（JIS G 3106）あるいはこれと同等以上のSM490A（JIS G 3106）あるいはこれと同等以上のSM490A（JIS G 3106）あるいはこれと同等以上のSM490A（JIS G 3106）あるいはこれと同等以上の　 補強鋼板　 補強鋼板　 補強鋼板　 補強鋼板　 補強鋼板　 補強鋼板　 補強鋼板

SCW410，SCW480 (JIS G 5102)SCW410，SCW480 (JIS G 5102)SCW410，SCW480 (JIS G 5102)SCW410，SCW480 (JIS G 5102)SCW410，SCW480 (JIS G 5102)SCW410，SCW480 (JIS G 5102)SCW410，SCW480 (JIS G 5102)：：：：：：：3) ＴＧジョイント3) ＴＧジョイント3) ＴＧジョイント3) ＴＧジョイント3) ＴＧジョイント3) ＴＧジョイント3) ＴＧジョイント

SCW410 (JIS G 5102)SCW410 (JIS G 5102)SCW410 (JIS G 5102)SCW410 (JIS G 5102)SCW410 (JIS G 5102)SCW410 (JIS G 5102)SCW410 (JIS G 5102)

SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)

SS400 (JIS G 3101)SS400 (JIS G 3101)SS400 (JIS G 3101)SS400 (JIS G 3101)SS400 (JIS G 3101)SS400 (JIS G 3101)SS400 (JIS G 3101)

SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)

SS400 (JIS G 3101)SS400 (JIS G 3101)SS400 (JIS G 3101)SS400 (JIS G 3101)SS400 (JIS G 3101)SS400 (JIS G 3101)SS400 (JIS G 3101)

SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)SM490A (JIS G 3106)

SKK490 (JIS A 5525)SKK490 (JIS A 5525)SKK490 (JIS A 5525)SKK490 (JIS A 5525)SKK490 (JIS A 5525)SKK490 (JIS A 5525)SKK490 (JIS A 5525)

STK400，STK490 (JIS G 3444)STK400，STK490 (JIS G 3444)STK400，STK490 (JIS G 3444)STK400，STK490 (JIS G 3444)STK400，STK490 (JIS G 3444)STK400，STK490 (JIS G 3444)STK400，STK490 (JIS G 3444)：：：：：：：

：：：：：：：

：：：：：：：先端部(掘削刃，底版)先端部(掘削刃，底版)先端部(掘削刃，底版)先端部(掘削刃，底版)先端部(掘削刃，底版)先端部(掘削刃，底版)先端部(掘削刃，底版)

先端部(軸部)先端部(軸部)先端部(軸部)先端部(軸部)先端部(軸部)先端部(軸部)先端部(軸部)

先端部(軸部)先端部(軸部)先端部(軸部)先端部(軸部)先端部(軸部)先端部(軸部)先端部(軸部)

機械的性質を有する認定材料とする。機械的性質を有する認定材料とする。機械的性質を有する認定材料とする。機械的性質を有する認定材料とする。機械的性質を有する認定材料とする。機械的性質を有する認定材料とする。機械的性質を有する認定材料とする。

先端部の各部位における使用材料は次の通りとする。あるいはこれと同等以上の先端部の各部位における使用材料は次の通りとする。あるいはこれと同等以上の先端部の各部位における使用材料は次の通りとする。あるいはこれと同等以上の先端部の各部位における使用材料は次の通りとする。あるいはこれと同等以上の先端部の各部位における使用材料は次の通りとする。あるいはこれと同等以上の先端部の各部位における使用材料は次の通りとする。あるいはこれと同等以上の先端部の各部位における使用材料は次の通りとする。あるいはこれと同等以上の

：：：：：：：2) 先端部2) 先端部2) 先端部2) 先端部2) 先端部2) 先端部2) 先端部

SEAH590 (MSTL-0419：基礎ぐい用高張力鋼管)SEAH590 (MSTL-0419：基礎ぐい用高張力鋼管)SEAH590 (MSTL-0419：基礎ぐい用高張力鋼管)SEAH590 (MSTL-0419：基礎ぐい用高張力鋼管)SEAH590 (MSTL-0419：基礎ぐい用高張力鋼管)SEAH590 (MSTL-0419：基礎ぐい用高張力鋼管)SEAH590 (MSTL-0419：基礎ぐい用高張力鋼管)

HU590 (MSTL-0542，MSTL-0543：基礎ぐい用高張力鋼管)HU590 (MSTL-0542，MSTL-0543：基礎ぐい用高張力鋼管)HU590 (MSTL-0542，MSTL-0543：基礎ぐい用高張力鋼管)HU590 (MSTL-0542，MSTL-0543：基礎ぐい用高張力鋼管)HU590 (MSTL-0542，MSTL-0543：基礎ぐい用高張力鋼管)HU590 (MSTL-0542，MSTL-0543：基礎ぐい用高張力鋼管)HU590 (MSTL-0542，MSTL-0543：基礎ぐい用高張力鋼管)

SKK400，SKK490 (JIS A 5525)SKK400，SKK490 (JIS A 5525)SKK400，SKK490 (JIS A 5525)SKK400，SKK490 (JIS A 5525)SKK400，SKK490 (JIS A 5525)SKK400，SKK490 (JIS A 5525)SKK400，SKK490 (JIS A 5525)

STK400，STK490 (JIS G 3444)STK400，STK490 (JIS G 3444)STK400，STK490 (JIS G 3444)STK400，STK490 (JIS G 3444)STK400，STK490 (JIS G 3444)STK400，STK490 (JIS G 3444)STK400，STK490 (JIS G 3444)：：：：：：：1) 軸部1) 軸部1) 軸部1) 軸部1) 軸部1) 軸部1) 軸部

基礎ぐい各部位における使用材料は次の通りとする。 基礎ぐい各部位における使用材料は次の通りとする。 基礎ぐい各部位における使用材料は次の通りとする。 基礎ぐい各部位における使用材料は次の通りとする。 基礎ぐい各部位における使用材料は次の通りとする。 基礎ぐい各部位における使用材料は次の通りとする。 基礎ぐい各部位における使用材料は次の通りとする。 

1.基礎ぐいの使用材料1.基礎ぐいの使用材料1.基礎ぐいの使用材料1.基礎ぐいの使用材料1.基礎ぐいの使用材料1.基礎ぐいの使用材料1.基礎ぐいの使用材料

【ＴＧパイルの構造・寸法】【ＴＧパイルの構造・寸法】【ＴＧパイルの構造・寸法】【ＴＧパイルの構造・寸法】【ＴＧパイルの構造・寸法】【ＴＧパイルの構造・寸法】【ＴＧパイルの構造・寸法】

5.955.955.955.955.955.955.95850850850850850850850

7.007.007.007.007.007.007.001000100010001000100010001000

ＴＧパイル工法設計施工標準(1)ＴＧパイル工法設計施工標準(1)ＴＧパイル工法設計施工標準(1)ＴＧパイル工法設計施工標準(1)ＴＧパイル工法設計施工標準(1)ＴＧパイル工法設計施工標準(1)ＴＧパイル工法設計施工標準(1)

【適用範囲】【適用範囲】【適用範囲】【適用範囲】【適用範囲】【適用範囲】【適用範囲】

1.適用地盤1.適用地盤1.適用地盤1.適用地盤1.適用地盤1.適用地盤1.適用地盤

基礎ぐいの先端付近の地盤 ： 砂質地盤(礫質地盤を含む)，粘土質地盤基礎ぐいの先端付近の地盤 ： 砂質地盤(礫質地盤を含む)，粘土質地盤基礎ぐいの先端付近の地盤 ： 砂質地盤(礫質地盤を含む)，粘土質地盤基礎ぐいの先端付近の地盤 ： 砂質地盤(礫質地盤を含む)，粘土質地盤基礎ぐいの先端付近の地盤 ： 砂質地盤(礫質地盤を含む)，粘土質地盤基礎ぐいの先端付近の地盤 ： 砂質地盤(礫質地盤を含む)，粘土質地盤基礎ぐいの先端付近の地盤 ： 砂質地盤(礫質地盤を含む)，粘土質地盤

基礎ぐいの周囲の地盤　　 ： 砂質地盤，粘土質地盤基礎ぐいの周囲の地盤　　 ： 砂質地盤，粘土質地盤基礎ぐいの周囲の地盤　　 ： 砂質地盤，粘土質地盤基礎ぐいの周囲の地盤　　 ： 砂質地盤，粘土質地盤基礎ぐいの周囲の地盤　　 ： 砂質地盤，粘土質地盤基礎ぐいの周囲の地盤　　 ： 砂質地盤，粘土質地盤基礎ぐいの周囲の地盤　　 ： 砂質地盤，粘土質地盤

2.最大施工深さ2.最大施工深さ2.最大施工深さ2.最大施工深さ2.最大施工深さ2.最大施工深さ2.最大施工深さ

基礎ぐいの最大施工深さ(くい施工地盤面から基礎ぐいの最大施工深さ(くい施工地盤面から基礎ぐいの最大施工深さ(くい施工地盤面から基礎ぐいの最大施工深さ(くい施工地盤面から基礎ぐいの最大施工深さ(くい施工地盤面から基礎ぐいの最大施工深さ(くい施工地盤面から基礎ぐいの最大施工深さ(くい施工地盤面から

基礎ぐいの先端付近の地盤が砂質地盤で基礎ぐいの先端付近の地盤が砂質地盤で基礎ぐいの先端付近の地盤が砂質地盤で基礎ぐいの先端付近の地盤が砂質地盤で基礎ぐいの先端付近の地盤が砂質地盤で基礎ぐいの先端付近の地盤が砂質地盤で基礎ぐいの先端付近の地盤が砂質地盤で

47.0m，粘土質地盤で46.5ｍとする。47.0m，粘土質地盤で46.5ｍとする。47.0m，粘土質地盤で46.5ｍとする。47.0m，粘土質地盤で46.5ｍとする。47.0m，粘土質地盤で46.5ｍとする。47.0m，粘土質地盤で46.5ｍとする。47.0m，粘土質地盤で46.5ｍとする。

くい先端までの長さ)は130Dpとする。 くい先端までの長さ)は130Dpとする。 くい先端までの長さ)は130Dpとする。 くい先端までの長さ)は130Dpとする。 くい先端までの長さ)は130Dpとする。 くい先端までの長さ)は130Dpとする。 くい先端までの長さ)は130Dpとする。 

ただし，くい軸部径Dp=406.4mmの場合は，ただし，くい軸部径Dp=406.4mmの場合は，ただし，くい軸部径Dp=406.4mmの場合は，ただし，くい軸部径Dp=406.4mmの場合は，ただし，くい軸部径Dp=406.4mmの場合は，ただし，くい軸部径Dp=406.4mmの場合は，ただし，くい軸部径Dp=406.4mmの場合は， 89.189.189.189.189.189.189.1

101.6101.6101.6101.6101.6101.6101.6

114.3114.3114.3114.3114.3114.3114.3

139.8139.8139.8139.8139.8139.8139.8

165.2165.2165.2165.2165.2165.2165.2

190.7190.7190.7190.7190.7190.7190.7

216.3216.3216.3216.3216.3216.3216.3

267.4267.4267.4267.4267.4267.4267.4

318.5318.5318.5318.5318.5318.5318.5

355.6355.6355.6355.6355.6355.6355.6

406.4406.4406.4406.4406.4406.4406.4

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

DpDpDpDpDpDpDp

本体軸径本体軸径本体軸径本体軸径本体軸径本体軸径本体軸径 最大施工深さ最大施工深さ最大施工深さ最大施工深さ最大施工深さ最大施工深さ最大施工深さ

砂質地盤砂質地盤砂質地盤砂質地盤砂質地盤砂質地盤砂質地盤 粘土質地盤粘土質地盤粘土質地盤粘土質地盤粘土質地盤粘土質地盤粘土質地盤

(m)(m)(m)(m)(m)(m)(m) (m)(m)(m)(m)(m)(m)(m)

11.611.611.611.611.611.611.6

13.213.213.213.213.213.213.2

14.914.914.914.914.914.914.9

18.218.218.218.218.218.218.2

21.521.521.521.521.521.521.5

24.824.824.824.824.824.824.8

28.128.128.128.128.128.128.1

34.834.834.834.834.834.834.8

41.441.441.441.441.441.441.4

46.246.246.246.246.246.246.2

47.047.047.047.047.047.047.0 46.546.546.546.546.546.546.5

3.最小くい長 (引抜き方向の支持力を最小する場合)3.最小くい長 (引抜き方向の支持力を最小する場合)3.最小くい長 (引抜き方向の支持力を最小する場合)3.最小くい長 (引抜き方向の支持力を最小する場合)3.最小くい長 (引抜き方向の支持力を最小する場合)3.最小くい長 (引抜き方向の支持力を最小する場合)3.最小くい長 (引抜き方向の支持力を最小する場合)

引抜き方向の支持力を採用する場合は，基礎ぐいが地盤と接する最小くい長は，引抜き方向の支持力を採用する場合は，基礎ぐいが地盤と接する最小くい長は，引抜き方向の支持力を採用する場合は，基礎ぐいが地盤と接する最小くい長は，引抜き方向の支持力を採用する場合は，基礎ぐいが地盤と接する最小くい長は，引抜き方向の支持力を採用する場合は，基礎ぐいが地盤と接する最小くい長は，引抜き方向の支持力を採用する場合は，基礎ぐいが地盤と接する最小くい長は，引抜き方向の支持力を採用する場合は，基礎ぐいが地盤と接する最小くい長は，

基礎ぐいの先端付近の地盤種別に関わらず3.0mまたは7Dwのうちいずれか大きい値基礎ぐいの先端付近の地盤種別に関わらず3.0mまたは7Dwのうちいずれか大きい値基礎ぐいの先端付近の地盤種別に関わらず3.0mまたは7Dwのうちいずれか大きい値基礎ぐいの先端付近の地盤種別に関わらず3.0mまたは7Dwのうちいずれか大きい値基礎ぐいの先端付近の地盤種別に関わらず3.0mまたは7Dwのうちいずれか大きい値基礎ぐいの先端付近の地盤種別に関わらず3.0mまたは7Dwのうちいずれか大きい値基礎ぐいの先端付近の地盤種別に関わらず3.0mまたは7Dwのうちいずれか大きい値

とする。 ただし，地震時に液状化するおそれのある地盤に打設する場合は，とする。 ただし，地震時に液状化するおそれのある地盤に打設する場合は，とする。 ただし，地震時に液状化するおそれのある地盤に打設する場合は，とする。 ただし，地震時に液状化するおそれのある地盤に打設する場合は，とする。 ただし，地震時に液状化するおそれのある地盤に打設する場合は，とする。 ただし，地震時に液状化するおそれのある地盤に打設する場合は，とする。 ただし，地震時に液状化するおそれのある地盤に打設する場合は，

地震時に液状化するおそ れのある地盤の下端からくい先端位置までの長さを地震時に液状化するおそ れのある地盤の下端からくい先端位置までの長さを地震時に液状化するおそ れのある地盤の下端からくい先端位置までの長さを地震時に液状化するおそ れのある地盤の下端からくい先端位置までの長さを地震時に液状化するおそ れのある地盤の下端からくい先端位置までの長さを地震時に液状化するおそ れのある地盤の下端からくい先端位置までの長さを地震時に液状化するおそ れのある地盤の下端からくい先端位置までの長さを

上記最小くい長以上とする。なお，液状 化が生じるか否かは設計者が判断する。上記最小くい長以上とする。なお，液状 化が生じるか否かは設計者が判断する。上記最小くい長以上とする。なお，液状 化が生じるか否かは設計者が判断する。上記最小くい長以上とする。なお，液状 化が生じるか否かは設計者が判断する。上記最小くい長以上とする。なお，液状 化が生じるか否かは設計者が判断する。上記最小くい長以上とする。なお，液状 化が生じるか否かは設計者が判断する。上記最小くい長以上とする。なお，液状 化が生じるか否かは設計者が判断する。

89.189.189.189.189.189.189.1

101.6101.6101.6101.6101.6101.6101.6

114.3114.3114.3114.3114.3114.3114.3

139.8139.8139.8139.8139.8139.8139.8

165.2165.2165.2165.2165.2165.2165.2

190.7190.7190.7190.7190.7190.7190.7

216.3216.3216.3216.3216.3216.3216.3

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

DDDDDDD

先端軸径先端軸径先端軸径先端軸径先端軸径先端軸径先端軸径

240240240240240240240

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

DwDwDwDwDwDwDw

翼径翼径翼径翼径翼径翼径翼径 引抜き方向引抜き方向引抜き方向引抜き方向引抜き方向引抜き方向引抜き方向

最小くい長最小くい長最小くい長最小くい長最小くい長最小くい長最小くい長

(m)(m)(m)(m)(m)(m)(m)

3.003.003.003.003.003.003.00

260260260260260260260 3.003.003.003.003.003.003.00

260260260260260260260 3.003.003.003.003.003.003.00

300300300300300300300 3.003.003.003.003.003.003.00

300300300300300300300 3.003.003.003.003.003.003.00

350350350350350350350 3.003.003.003.003.003.003.00

350350350350350350350 3.003.003.003.003.003.003.00

420420420420420420420 3.003.003.003.003.003.003.00

400400400400400400400 3.003.003.003.003.003.003.00

500500500500500500500 3.503.503.503.503.503.503.50

400400400400400400400 3.003.003.003.003.003.003.00

450450450450450450450 3.153.153.153.153.153.153.15

500500500500500500500 3.503.503.503.503.503.503.50

550550550550550550550 3.853.853.853.853.853.853.85

450450450450450450450 3.153.153.153.153.153.153.15

500500500500500500500 3.503.503.503.503.503.503.50

550550550550550550550 3.853.853.853.853.853.853.85

600600600600600600600 4.204.204.204.204.204.204.20

650650650650650650650 4.554.554.554.554.554.554.55

267.4267.4267.4267.4267.4267.4267.4

318.5318.5318.5318.5318.5318.5318.5

355.6355.6355.6355.6355.6355.6355.6

550550550550550550550 3.853.853.853.853.853.853.85

600600600600600600600 4.204.204.204.204.204.204.20

650650650650650650650 4.554.554.554.554.554.554.55

700700700700700700700 4.904.904.904.904.904.904.90

800800800800800800800 5.605.605.605.605.605.605.60

650650650650650650650 4.554.554.554.554.554.554.55

700700700700700700700 4.904.904.904.904.904.904.90

750750750750750750750 5.255.255.255.255.255.255.25

800800800800800800800 5.605.605.605.605.605.605.60

900900900900900900900 6.306.306.306.306.306.306.30

750750750750750750750 5.255.255.255.255.255.255.25

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

DDDDDDD

先端軸径先端軸径先端軸径先端軸径先端軸径先端軸径先端軸径

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

DwDwDwDwDwDwDw

翼径翼径翼径翼径翼径翼径翼径 引抜き方向引抜き方向引抜き方向引抜き方向引抜き方向引抜き方向引抜き方向

最小くい長最小くい長最小くい長最小くい長最小くい長最小くい長最小くい長

(m)(m)(m)(m)(m)(m)(m)

850850850850850850850

950950950950950950950

406.4406.4406.4406.4406.4406.4406.4

6.656.656.656.656.656.656.65

5.955.955.955.955.955.955.95

457.2457.2457.2457.2457.2457.2457.2

8.268.268.268.268.268.268.26

7.007.007.007.007.007.007.00

1180118011801180118011801180

1000100010001000100010001000

1090109010901090109010901090 7.637.637.637.637.637.637.63

950950950950950950950

1000100010001000100010001000

6.656.656.656.656.656.656.65

7.007.007.007.007.007.007.00

4.適用する建築物の規模4.適用する建築物の規模4.適用する建築物の規模4.適用する建築物の規模4.適用する建築物の規模4.適用する建築物の規模4.適用する建築物の規模

延べ面積が50,000㎡  以下の建築物延べ面積が50,000㎡  以下の建築物延べ面積が50,000㎡  以下の建築物延べ面積が50,000㎡  以下の建築物延べ面積が50,000㎡  以下の建築物延べ面積が50,000㎡  以下の建築物延べ面積が50,000㎡  以下の建築物

【許容支持力】【許容支持力】【許容支持力】【許容支持力】【許容支持力】【許容支持力】【許容支持力】

1.地盤から決まる許容支持力（押込み方向）1.地盤から決まる許容支持力（押込み方向）1.地盤から決まる許容支持力（押込み方向）1.地盤から決まる許容支持力（押込み方向）1.地盤から決まる許容支持力（押込み方向）1.地盤から決まる許容支持力（押込み方向）1.地盤から決まる許容支持力（押込み方向）

本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める長期並びに短期に

生ずる力に対する地盤の押込み方向の許容支持力生ずる力に対する地盤の押込み方向の許容支持力生ずる力に対する地盤の押込み方向の許容支持力生ずる力に対する地盤の押込み方向の許容支持力生ずる力に対する地盤の押込み方向の許容支持力生ずる力に対する地盤の押込み方向の許容支持力生ずる力に対する地盤の押込み方向の許容支持力

1)長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力1)長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力1)長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力1)長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力1)長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力1)長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力1)長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

Ra = 1/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)Ra = 1/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)Ra = 1/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)Ra = 1/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)Ra = 1/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)Ra = 1/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)Ra = 1/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)

2)短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力2)短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力2)短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力2)短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力2)短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力2)短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力2)短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

ここに、ここに、ここに、ここに、ここに、ここに、ここに、

ααααααα ：：：：：：： 基礎ぐいの先端付近の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)に基礎ぐいの先端付近の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)に基礎ぐいの先端付近の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)に基礎ぐいの先端付近の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)に基礎ぐいの先端付近の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)に基礎ぐいの先端付近の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)に基礎ぐいの先端付近の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)に

βββββββ ：：：：：：： 基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち

おけるくい先端支持力係数 (α=280)おけるくい先端支持力係数 (α=280)おけるくい先端支持力係数 (α=280)おけるくい先端支持力係数 (α=280)おけるくい先端支持力係数 (α=280)おけるくい先端支持力係数 (α=280)おけるくい先端支持力係数 (α=280)

砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (β=0.9)砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (β=0.9)砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (β=0.9)砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (β=0.9)砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (β=0.9)砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (β=0.9)砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (β=0.9)

ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はβ＝0とする。ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はβ＝0とする。ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はβ＝0とする。ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はβ＝0とする。ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はβ＝0とする。ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はβ＝0とする。ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はβ＝0とする。

LLLLLLL

Ra = 2/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)Ra = 2/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)Ra = 2/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)Ra = 2/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)Ra = 2/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)Ra = 2/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)Ra = 2/3｛α・Ｎ・Ap+(β・Ns・Ls+γ・qu・Lc)ψ｝　(kN)sssssss

γγγγγγγ ：：：：：：： 基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち基礎ぐいの周囲の地盤(地震時に液状化するおそれのある地盤を除く)のうち

粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (γ=0.15)粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (γ=0.15)粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (γ=0.15)粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (γ=0.15)粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (γ=0.15)粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (γ=0.15)粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数 (γ=0.15)

ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はγ＝0とする。ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はγ＝0とする。ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はγ＝0とする。ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はγ＝0とする。ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はγ＝0とする。ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はγ＝0とする。ただし，ＴＧジョイントを用いた場合はγ＝0とする。

DwDwDwDwDwDwDw ：：：：：：： 先端部翼部の水平投影円の直径（m）先端部翼部の水平投影円の直径（m）先端部翼部の水平投影円の直径（m）先端部翼部の水平投影円の直径（m）先端部翼部の水平投影円の直径（m）先端部翼部の水平投影円の直径（m）先端部翼部の水平投影円の直径（m）

ApApApApApApAp ：：：：：：： 基礎ぐいの先端の有効断面積(m2)基礎ぐいの先端の有効断面積(m2)基礎ぐいの先端の有効断面積(m2)基礎ぐいの先端の有効断面積(m2)基礎ぐいの先端の有効断面積(m2)基礎ぐいの先端の有効断面積(m2)基礎ぐいの先端の有効断面積(m2)

ＮＮＮＮＮＮＮ ：：：：：：： 基礎ぐいの先端付近(基礎ぐいの先端より下方に1Dw 上方に1Dw（Dw：先端翼の基礎ぐいの先端付近(基礎ぐいの先端より下方に1Dw 上方に1Dw（Dw：先端翼の基礎ぐいの先端付近(基礎ぐいの先端より下方に1Dw 上方に1Dw（Dw：先端翼の基礎ぐいの先端付近(基礎ぐいの先端より下方に1Dw 上方に1Dw（Dw：先端翼の基礎ぐいの先端付近(基礎ぐいの先端より下方に1Dw 上方に1Dw（Dw：先端翼の基礎ぐいの先端付近(基礎ぐいの先端より下方に1Dw 上方に1Dw（Dw：先端翼の基礎ぐいの先端付近(基礎ぐいの先端より下方に1Dw 上方に1Dw（Dw：先端翼の

水平投影直径）の間)の地盤の標準貫入試験による打撃回数（N値）の平均値(回) 水平投影直径）の間)の地盤の標準貫入試験による打撃回数（N値）の平均値(回) 水平投影直径）の間)の地盤の標準貫入試験による打撃回数（N値）の平均値(回) 水平投影直径）の間)の地盤の標準貫入試験による打撃回数（N値）の平均値(回) 水平投影直径）の間)の地盤の標準貫入試験による打撃回数（N値）の平均値(回) 水平投影直径）の間)の地盤の標準貫入試験による打撃回数（N値）の平均値(回) 水平投影直径）の間)の地盤の標準貫入試験による打撃回数（N値）の平均値(回) 

ただし，5≦Ｎ≦50とし，Ｎ＜5の場合はＮ=0，Ｎ＞50 の場合はＮ=50 とする。 ただし，5≦Ｎ≦50とし，Ｎ＜5の場合はＮ=0，Ｎ＞50 の場合はＮ=50 とする。 ただし，5≦Ｎ≦50とし，Ｎ＜5の場合はＮ=0，Ｎ＞50 の場合はＮ=50 とする。 ただし，5≦Ｎ≦50とし，Ｎ＜5の場合はＮ=0，Ｎ＞50 の場合はＮ=50 とする。 ただし，5≦Ｎ≦50とし，Ｎ＜5の場合はＮ=0，Ｎ＞50 の場合はＮ=50 とする。 ただし，5≦Ｎ≦50とし，Ｎ＜5の場合はＮ=0，Ｎ＞50 の場合はＮ=50 とする。 ただし，5≦Ｎ≦50とし，Ｎ＜5の場合はＮ=0，Ｎ＞50 の場合はＮ=50 とする。 

また，短期許容支持力算出時は，Ｎ＞37.5の場合はＮ＝37.5とする。Ｎを算出すまた，短期許容支持力算出時は，Ｎ＞37.5の場合はＮ＝37.5とする。Ｎを算出すまた，短期許容支持力算出時は，Ｎ＞37.5の場合はＮ＝37.5とする。Ｎを算出すまた，短期許容支持力算出時は，Ｎ＞37.5の場合はＮ＝37.5とする。Ｎを算出すまた，短期許容支持力算出時は，Ｎ＞37.5の場合はＮ＝37.5とする。Ｎを算出すまた，短期許容支持力算出時は，Ｎ＞37.5の場合はＮ＝37.5とする。Ｎを算出すまた，短期許容支持力算出時は，Ｎ＞37.5の場合はＮ＝37.5とする。Ｎを算出す

るときの個々のＮ値は，Ｎ＜4 のときＮ＝0，Ｎ＞60のときＮ＝60とする。るときの個々のＮ値は，Ｎ＜4 のときＮ＝0，Ｎ＞60のときＮ＝60とする。るときの個々のＮ値は，Ｎ＜4 のときＮ＝0，Ｎ＞60のときＮ＝60とする。るときの個々のＮ値は，Ｎ＜4 のときＮ＝0，Ｎ＞60のときＮ＝60とする。るときの個々のＮ値は，Ｎ＜4 のときＮ＝0，Ｎ＞60のときＮ＝60とする。るときの個々のＮ値は，Ｎ＜4 のときＮ＝0，Ｎ＞60のときＮ＝60とする。るときの個々のＮ値は，Ｎ＜4 のときＮ＝0，Ｎ＞60のときＮ＝60とする。

(長期：5≦Ｎ≦50)(長期：5≦Ｎ≦50)(長期：5≦Ｎ≦50)(長期：5≦Ｎ≦50)(長期：5≦Ｎ≦50)(長期：5≦Ｎ≦50)(長期：5≦Ｎ≦50) (短期：5≦Ｎ≦37.5)(短期：5≦Ｎ≦37.5)(短期：5≦Ｎ≦37.5)(短期：5≦Ｎ≦37.5)(短期：5≦Ｎ≦37.5)(短期：5≦Ｎ≦37.5)(短期：5≦Ｎ≦37.5)

：：：：：：： 基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値(回) 基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値(回) 基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値(回) 基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値(回) 基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値(回) 基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値(回) 基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値(回) 

LcLcLcLcLcLcLc ：：：：：：： 基礎杭周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m)基礎杭周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m)基礎杭周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m)基礎杭周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m)基礎杭周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m)基礎杭周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m)基礎杭周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m)

ψψψψψψψ ：：：：：：： 基礎杭周囲の有効長さ(m)基礎杭周囲の有効長さ(m)基礎杭周囲の有効長さ(m)基礎杭周囲の有効長さ(m)基礎杭周囲の有効長さ(m)基礎杭周囲の有効長さ(m)基礎杭周囲の有効長さ(m)

NsNsNsNsNsNsNs

ただし，4≦Ns≦30とし，Ns＜4の場合はNs=0，Ns＞30の場合はNs＝30とする。ただし，4≦Ns≦30とし，Ns＜4の場合はNs=0，Ns＞30の場合はNs＝30とする。ただし，4≦Ns≦30とし，Ns＜4の場合はNs=0，Ns＞30の場合はNs＝30とする。ただし，4≦Ns≦30とし，Ns＜4の場合はNs=0，Ns＞30の場合はNs＝30とする。ただし，4≦Ns≦30とし，Ns＜4の場合はNs=0，Ns＞30の場合はNs＝30とする。ただし，4≦Ns≦30とし，Ns＜4の場合はNs=0，Ns＞30の場合はNs＝30とする。ただし，4≦Ns≦30とし，Ns＜4の場合はNs=0，Ns＞30の場合はNs＝30とする。

Nsを算出するときの個々のN値は，N＜4のときN＝0，N＞30のときN＝30とする。Nsを算出するときの個々のN値は，N＜4のときN＝0，N＞30のときN＝30とする。Nsを算出するときの個々のN値は，N＜4のときN＝0，N＞30のときN＝30とする。Nsを算出するときの個々のN値は，N＜4のときN＝0，N＞30のときN＝30とする。Nsを算出するときの個々のN値は，N＜4のときN＝0，N＞30のときN＝30とする。Nsを算出するときの個々のN値は，N＜4のときN＝0，N＞30のときN＝30とする。Nsを算出するときの個々のN値は，N＜4のときN＝0，N＞30のときN＝30とする。

(4≦Ns≦30)(4≦Ns≦30)(4≦Ns≦30)(4≦Ns≦30)(4≦Ns≦30)(4≦Ns≦30)(4≦Ns≦30)

LsLsLsLsLsLsLs ：：：：：：： 基礎杭周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m)基礎杭周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m)基礎杭周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m)基礎杭周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m)基礎杭周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m)基礎杭周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m)基礎杭周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m)

ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。

：：：：：：： 基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度quの平均値(kN/m2) 基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度quの平均値(kN/m2) 基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度quの平均値(kN/m2) 基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度quの平均値(kN/m2) 基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度quの平均値(kN/m2) 基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度quの平均値(kN/m2) 基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度quの平均値(kN/m2) quququququququ

ただし，50≦qu≦200とし，qu＜50の場合はqu＝0，qu＞200の場合はqu＝200とただし，50≦qu≦200とし，qu＜50の場合はqu＝0，qu＞200の場合はqu＝200とただし，50≦qu≦200とし，qu＜50の場合はqu＝0，qu＞200の場合はqu＝200とただし，50≦qu≦200とし，qu＜50の場合はqu＝0，qu＞200の場合はqu＝200とただし，50≦qu≦200とし，qu＜50の場合はqu＝0，qu＞200の場合はqu＝200とただし，50≦qu≦200とし，qu＜50の場合はqu＝0，qu＞200の場合はqu＝200とただし，50≦qu≦200とし，qu＜50の場合はqu＝0，qu＞200の場合はqu＝200と

する。quを算出するときの個々のqu(kN/m2)は，qu＜50のときqu＝0，qu＞200のする。quを算出するときの個々のqu(kN/m2)は，qu＜50のときqu＝0，qu＞200のする。quを算出するときの個々のqu(kN/m2)は，qu＜50のときqu＝0，qu＞200のする。quを算出するときの個々のqu(kN/m2)は，qu＜50のときqu＝0，qu＞200のする。quを算出するときの個々のqu(kN/m2)は，qu＜50のときqu＝0，qu＞200のする。quを算出するときの個々のqu(kN/m2)は，qu＜50のときqu＝0，qu＞200のする。quを算出するときの個々のqu(kN/m2)は，qu＜50のときqu＝0，qu＞200の

ときqu＝200とする。(50≦qu≦200)ときqu＝200とする。(50≦qu≦200)ときqu＝200とする。(50≦qu≦200)ときqu＝200とする。(50≦qu≦200)ときqu＝200とする。(50≦qu≦200)ときqu＝200とする。(50≦qu≦200)ときqu＝200とする。(50≦qu≦200)

ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。ただし，杭の先端より上方に1Dwの区間は除く。

2.地盤から決まる許容支持力（引抜き方向）2.地盤から決まる許容支持力（引抜き方向）2.地盤から決まる許容支持力（引抜き方向）2.地盤から決まる許容支持力（引抜き方向）2.地盤から決まる許容支持力（引抜き方向）2.地盤から決まる許容支持力（引抜き方向）2.地盤から決まる許容支持力（引抜き方向）

本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める短期に生ずる力に対す本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める短期に生ずる力に対す本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める短期に生ずる力に対す本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める短期に生ずる力に対す本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める短期に生ずる力に対す本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める短期に生ずる力に対す本工法により施工されるくいの許容支持力を定める際に求める短期に生ずる力に対す

る地盤の引抜き方向の許容支持力る地盤の引抜き方向の許容支持力る地盤の引抜き方向の許容支持力る地盤の引抜き方向の許容支持力る地盤の引抜き方向の許容支持力る地盤の引抜き方向の許容支持力る地盤の引抜き方向の許容支持力

 短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力 短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力 短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力 短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力 短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力 短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力 短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

tRa = 2/3 (κ・Ｎt・tAp) + Wp　(kN)tRa = 2/3 (κ・Ｎt・tAp) + Wp　(kN)tRa = 2/3 (κ・Ｎt・tAp) + Wp　(kN)tRa = 2/3 (κ・Ｎt・tAp) + Wp　(kN)tRa = 2/3 (κ・Ｎt・tAp) + Wp　(kN)tRa = 2/3 (κ・Ｎt・tAp) + Wp　(kN)tRa = 2/3 (κ・Ｎt・tAp) + Wp　(kN)

κκκκκκκ ：：：：：：： 基礎ぐいの先端付近の地盤における引抜き方向の先端支持力係数(κ=49)基礎ぐいの先端付近の地盤における引抜き方向の先端支持力係数(κ=49)基礎ぐいの先端付近の地盤における引抜き方向の先端支持力係数(κ=49)基礎ぐいの先端付近の地盤における引抜き方向の先端支持力係数(κ=49)基礎ぐいの先端付近の地盤における引抜き方向の先端支持力係数(κ=49)基礎ぐいの先端付近の地盤における引抜き方向の先端支持力係数(κ=49)基礎ぐいの先端付近の地盤における引抜き方向の先端支持力係数(κ=49)

ここに，ここに，ここに，ここに，ここに，ここに，ここに，

NtNtNtNtNtNtNt ：：：：：：： 基礎ぐいの先端付近(基礎くいの先端より上方に3Dwの間)の地盤の標準貫入試験基礎ぐいの先端付近(基礎くいの先端より上方に3Dwの間)の地盤の標準貫入試験基礎ぐいの先端付近(基礎くいの先端より上方に3Dwの間)の地盤の標準貫入試験基礎ぐいの先端付近(基礎くいの先端より上方に3Dwの間)の地盤の標準貫入試験基礎ぐいの先端付近(基礎くいの先端より上方に3Dwの間)の地盤の標準貫入試験基礎ぐいの先端付近(基礎くいの先端より上方に3Dwの間)の地盤の標準貫入試験基礎ぐいの先端付近(基礎くいの先端より上方に3Dwの間)の地盤の標準貫入試験

による打撃回数の平均値(回)による打撃回数の平均値(回)による打撃回数の平均値(回)による打撃回数の平均値(回)による打撃回数の平均値(回)による打撃回数の平均値(回)による打撃回数の平均値(回)

ただし， 5≦Nt≦50 とする。Nt＜5の場合は，κによる支持力を考慮しない。ただし， 5≦Nt≦50 とする。Nt＜5の場合は，κによる支持力を考慮しない。ただし， 5≦Nt≦50 とする。Nt＜5の場合は，κによる支持力を考慮しない。ただし， 5≦Nt≦50 とする。Nt＜5の場合は，κによる支持力を考慮しない。ただし， 5≦Nt≦50 とする。Nt＜5の場合は，κによる支持力を考慮しない。ただし， 5≦Nt≦50 とする。Nt＜5の場合は，κによる支持力を考慮しない。ただし， 5≦Nt≦50 とする。Nt＜5の場合は，κによる支持力を考慮しない。

Nt＞50の場合はNt＝50とする。Ntを算出するときの個々のN 値はN＜3 のときNt＞50の場合はNt＝50とする。Ntを算出するときの個々のN 値はN＜3 のときNt＞50の場合はNt＝50とする。Ntを算出するときの個々のN 値はN＜3 のときNt＞50の場合はNt＝50とする。Ntを算出するときの個々のN 値はN＜3 のときNt＞50の場合はNt＝50とする。Ntを算出するときの個々のN 値はN＜3 のときNt＞50の場合はNt＝50とする。Ntを算出するときの個々のN 値はN＜3 のときNt＞50の場合はNt＝50とする。Ntを算出するときの個々のN 値はN＜3 のとき

N＝0，N＞60 のときN＝60 とする。(短期：5≦Nt≦50N＝0，N＞60 のときN＝60 とする。(短期：5≦Nt≦50N＝0，N＞60 のときN＝60 とする。(短期：5≦Nt≦50N＝0，N＞60 のときN＝60 とする。(短期：5≦Nt≦50N＝0，N＞60 のときN＝60 とする。(短期：5≦Nt≦50N＝0，N＞60 のときN＝60 とする。(短期：5≦Nt≦50N＝0，N＞60 のときN＝60 とする。(短期：5≦Nt≦50

tAptAptAptAptAptAptAp：：：：：：：

WpWpWpWpWpWpWp ：：：：：：： 基礎ぐいの浮力を考慮した有効自重(kN)基礎ぐいの浮力を考慮した有効自重(kN)基礎ぐいの浮力を考慮した有効自重(kN)基礎ぐいの浮力を考慮した有効自重(kN)基礎ぐいの浮力を考慮した有効自重(kN)基礎ぐいの浮力を考慮した有効自重(kN)基礎ぐいの浮力を考慮した有効自重(kN)

3.杭体から決まる許容支持力　3.杭体から決まる許容支持力　3.杭体から決まる許容支持力　3.杭体から決まる許容支持力　3.杭体から決まる許容支持力　3.杭体から決まる許容支持力　3.杭体から決まる許容支持力　

1) 杭体から決まる長期の許容支持力(kN)1) 杭体から決まる長期の許容支持力(kN)1) 杭体から決まる長期の許容支持力(kN)1) 杭体から決まる長期の許容支持力(kN)1) 杭体から決まる長期の許容支持力(kN)1) 杭体から決まる長期の許容支持力(kN)1) 杭体から決まる長期の許容支持力(kN)

Ra2=F /1.5 ・AeRa2=F /1.5 ・AeRa2=F /1.5 ・AeRa2=F /1.5 ・AeRa2=F /1.5 ・AeRa2=F /1.5 ・AeRa2=F /1.5 ・Ae

2) 杭体から決まる短期の許容支持力(kN)2) 杭体から決まる短期の許容支持力(kN)2) 杭体から決まる短期の許容支持力(kN)2) 杭体から決まる短期の許容支持力(kN)2) 杭体から決まる短期の許容支持力(kN)2) 杭体から決まる短期の許容支持力(kN)2) 杭体から決まる短期の許容支持力(kN)

ここに、ここに、ここに、ここに、ここに、ここに、ここに、

FFFFFFF ：：：：：：： 許容応力度を決定するための基準強度(N/mm2)許容応力度を決定するための基準強度(N/mm2)許容応力度を決定するための基準強度(N/mm2)許容応力度を決定するための基準強度(N/mm2)許容応力度を決定するための基準強度(N/mm2)許容応力度を決定するための基準強度(N/mm2)許容応力度を決定するための基準強度(N/mm2)

FFFFFFF
*******

：：：：：：：

rrrrrrr ：：：：：：： 杭本体部の半径(mm)杭本体部の半径(mm)杭本体部の半径(mm)杭本体部の半径(mm)杭本体部の半径(mm)杭本体部の半径(mm)杭本体部の半径(mm)

AeAeAeAeAeAeAe ：：：：：：：

tetetetetetete ：：：：：：： 腐食しろを除いた杭本体部の厚さ(mm)腐食しろを除いた杭本体部の厚さ(mm)腐食しろを除いた杭本体部の厚さ(mm)腐食しろを除いた杭本体部の厚さ(mm)腐食しろを除いた杭本体部の厚さ(mm)腐食しろを除いた杭本体部の厚さ(mm)腐食しろを除いた杭本体部の厚さ(mm)

FFFFFFF
*******

FFFFFFF
*******

Ra2=F ・AeRa2=F ・AeRa2=F ・AeRa2=F ・AeRa2=F ・AeRa2=F ・AeRa2=F ・Ae

LLLLLLL

sssssss

基礎ぐいの先端の有効断面積(㎡)基礎ぐいの先端の有効断面積(㎡)基礎ぐいの先端の有効断面積(㎡)基礎ぐいの先端の有効断面積(㎡)基礎ぐいの先端の有効断面積(㎡)基礎ぐいの先端の有効断面積(㎡)基礎ぐいの先端の有効断面積(㎡)

設計基準強度(N/㎡)設計基準強度(N/㎡)設計基準強度(N/㎡)設計基準強度(N/㎡)設計基準強度(N/㎡)設計基準強度(N/㎡)設計基準強度(N/㎡)

腐食しろを除いた杭本体部の断面積(㎡)腐食しろを除いた杭本体部の断面積(㎡)腐食しろを除いた杭本体部の断面積(㎡)腐食しろを除いた杭本体部の断面積(㎡)腐食しろを除いた杭本体部の断面積(㎡)腐食しろを除いた杭本体部の断面積(㎡)腐食しろを除いた杭本体部の断面積(㎡)

*******

*******

/ F＝0.80+2.5・te/r　(0.01≦te/r＜0.08)/ F＝0.80+2.5・te/r　(0.01≦te/r＜0.08)/ F＝0.80+2.5・te/r　(0.01≦te/r＜0.08)/ F＝0.80+2.5・te/r　(0.01≦te/r＜0.08)/ F＝0.80+2.5・te/r　(0.01≦te/r＜0.08)/ F＝0.80+2.5・te/r　(0.01≦te/r＜0.08)/ F＝0.80+2.5・te/r　(0.01≦te/r＜0.08)

/ F=1.0　　　　　　　　　　(te/r≧0.08)/ F=1.0　　　　　　　　　　(te/r≧0.08)/ F=1.0　　　　　　　　　　(te/r≧0.08)/ F=1.0　　　　　　　　　　(te/r≧0.08)/ F=1.0　　　　　　　　　　(te/r≧0.08)/ F=1.0　　　　　　　　　　(te/r≧0.08)/ F=1.0　　　　　　　　　　(te/r≧0.08)

2.先端翼部の形状・寸法2.先端翼部の形状・寸法2.先端翼部の形状・寸法2.先端翼部の形状・寸法2.先端翼部の形状・寸法2.先端翼部の形状・寸法2.先端翼部の形状・寸法

DwDwDwDwDwDwDw

DDDDDDD

DwDwDwDwDwDwDw

DDDDDDD

H
2H
2

H
2

H
2 H
2

H
2

H
2

t
wt
w

t
w

t
w t
w

t
w

t
w H
3H
3

H
3

H
3 H
3

H
3

H
3

H1H
1

H1H1 H
1H1 H1

435435435435435435435

139.8139.8139.8139.8139.8139.8139.8 350350350350350350350

165.2165.2165.2165.2165.2165.2165.2 400400400400400400400

400400400400400400400

450450450450450450450

190.7190.7190.7190.7190.7190.7190.7

500500500500500500500

500500500500500500500

550550550550550550550

216.3216.3216.3216.3216.3216.3216.3

600600600600600600600

550550550550550550550

600600600600600600600

650650650650650650650

267.4267.4267.4267.4267.4267.4267.4

700700700700700700700

650650650650650650650

700700700700700700700

750750750750750750750

800800800800800800800

450450450450450450450

195195195195195195195

210210210210210210210

240240240240240240240

270270270270270270270

300300300300300300300

350350350350350350350

50505050505050

50505050505050

55555555555555

65656565656565

65656565656565

70707070707070

95959595959595

110110110110110110110

130130130130130130130

140140140140140140140

170170170170170170170

210210210210210210210

16161616161616

19191919191919

16161616161616

22222222222222

25252525252525

22222222222222

25252525252525

32323232323232

19191919191919

22222222222222

28282828282828

36363636363636

22222222222222

28282828282828

36363636363636

36363636363636

19191919191919

318.5318.5318.5318.5318.5318.5318.5

550550550550550550550 28282828282828

650650650650650650650 36363636363636

800800800800800800800 45454545454545

900900900900900900900 46464646464646

750750750750750750750 21212121212121

D (mm)D (mm)D (mm)D (mm)D (mm)D (mm)D (mm)

軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径

Dw (mm)Dw (mm)Dw (mm)Dw (mm)Dw (mm)Dw (mm)Dw (mm)

翼径翼径翼径翼径翼径翼径翼径 翼部材質翼部材質翼部材質翼部材質翼部材質翼部材質翼部材質 H1 ※2H1 ※2H1 ※2H1 ※2H1 ※2H1 ※2H1 ※2

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

H2H2H2H2H2H2H2

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

H3H3H3H3H3H3H3

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

翼厚翼厚翼厚翼厚翼厚翼厚翼厚

tw(mm)tw(mm)tw(mm)tw(mm)tw(mm)tw(mm)tw(mm)

114.3114.3114.3114.3114.3114.3114.3 300300300300300300300 35353535353535 90909090909090 12121212121212

101.6101.6101.6101.6101.6101.6101.6 260260260260260260260 165165165165165165165 35353535353535 85858585858585  9 9 9 9 9 9 9

89.189.189.189.189.189.189.1 240240240240240240240 155155155155155155155 35353535353535 75757575757575

355.6355.6355.6355.6355.6355.6355.6

260260260260260260260 12121212121212

300300300300300300300

350350350350350350350

420420420420420420420

500500500500500500500

12121212121212

16161616161616

200200200200200200200 24242424242424

220220220220220220220 28282828282828

250250250250250250250

285285285285285285285

330330330330330330330

385385385385385385385

405405405405405405405 75757575757575 240240240240240240240

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

2) 基礎ぐい先端部の寸法2) 基礎ぐい先端部の寸法2) 基礎ぐい先端部の寸法2) 基礎ぐい先端部の寸法2) 基礎ぐい先端部の寸法2) 基礎ぐい先端部の寸法2) 基礎ぐい先端部の寸法

備考備考備考備考備考備考備考

※1※1※1※1※1※1※1

※1※1※1※1※1※1※1

※1※1※1※1※1※1※1

9999999

160160160160160160160

165165165165165165165

850850850850850850850 24242424242424435435435435435435435 75757575757575 260260260260260260260SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

50505050505050

850850850850850850850

950950950950950950950

415415415415415415415

425425425425425425425

30303030303030

43434343434343

406.4406.4406.4406.4406.4406.4406.4

1000100010001000100010001000 30303030303030

1180118011801180118011801180 50505050505050

457.2457.2457.2457.2457.2457.2457.2 470470470470470470470 75757575757575 280280280280280280280

490490490490490490490

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

1090109010901090109010901090 50505050505050465465465465465465465

1000100010001000100010001000

445445445445445445445

450450450450450450450

32323232323232

37373737373737

○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK490○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK490○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK490○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK490○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK490○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK490○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK490

○ JIS G 3106（2008）に定めるSM490A○ JIS G 3106（2008）に定めるSM490A○ JIS G 3106（2008）に定めるSM490A○ JIS G 3106（2008）に定めるSM490A○ JIS G 3106（2008）に定めるSM490A○ JIS G 3106（2008）に定めるSM490A○ JIS G 3106（2008）に定めるSM490A

２ ＴＧパイルの材質 　２ ＴＧパイルの材質 　２ ＴＧパイルの材質 　２ ＴＧパイルの材質 　２ ＴＧパイルの材質 　２ ＴＧパイルの材質 　２ ＴＧパイルの材質 　

基礎杭の軸部基礎杭の軸部基礎杭の軸部基礎杭の軸部基礎杭の軸部基礎杭の軸部基礎杭の軸部

先端部（軸部）先端部（軸部）先端部（軸部）先端部（軸部）先端部（軸部）先端部（軸部）先端部（軸部）

先端部（翼部）先端部（翼部）先端部（翼部）先端部（翼部）先端部（翼部）先端部（翼部）先端部（翼部）

部　位部　位部　位部　位部　位部　位部　位 使　用　材　料使　用　材　料使　用　材　料使　用　材　料使　用　材　料使　用　材　料使　用　材　料

○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK400及びSTK490○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK400及びSTK490○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK400及びSTK490○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK400及びSTK490○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK400及びSTK490○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK400及びSTK490○ JIS G 3444（2010）に定めるSTK400及びSTK490

ttttttt

3.2mm3.2mm3.2mm3.2mm3.2mm3.2mm3.2mm

ttttttt

4
～

5
mm

4
～

5
mm

4
～

5
mm

4
～

5
mm

4
～

5
mm

4
～

5
mm

4
～

5
mm

以上以上以上以上以上以上以上

裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング

鋼管内径鋼管内径鋼管内径鋼管内径鋼管内径鋼管内径鋼管内径

3.2mm以上3.2mm以上3.2mm以上3.2mm以上3.2mm以上3.2mm以上3.2mm以上

切込部スリット3mm以下切込部スリット3mm以下切込部スリット3mm以下切込部スリット3mm以下切込部スリット3mm以下切込部スリット3mm以下切込部スリット3mm以下

60°60°60°60°60°60°60°

鋼管内径鋼管内径鋼管内径鋼管内径鋼管内径鋼管内径鋼管内径

3.2mm以上3.2mm以上3.2mm以上3.2mm以上3.2mm以上3.2mm以上3.2mm以上

切込部スリット3mm以下切込部スリット3mm以下切込部スリット3mm以下切込部スリット3mm以下切込部スリット3mm以下切込部スリット3mm以下切込部スリット3mm以下

３ 継手３ 継手３ 継手３ 継手３ 継手３ 継手３ 継手

AAAAAAA BBBBBBB

現場溶接（全周）現場溶接（全周）現場溶接（全周）現場溶接（全周）現場溶接（全周）現場溶接（全周）現場溶接（全周）

杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）

杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）

裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング 裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング裏当てリング

杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）

現場溶接（全周）現場溶接（全周）現場溶接（全周）現場溶接（全周）現場溶接（全周）現場溶接（全周）現場溶接（全周）

杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）杭本体部（鋼管）

1) 溶接継手【例】1) 溶接継手【例】1) 溶接継手【例】1) 溶接継手【例】1) 溶接継手【例】1) 溶接継手【例】1) 溶接継手【例】

裏当てリング形状裏当てリング形状裏当てリング形状裏当てリング形状裏当てリング形状裏当てリング形状裏当てリング形状

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊受注生産＊受注生産＊受注生産＊受注生産＊受注生産＊受注生産＊受注生産

1000100010001000100010001000

※1　最大平均N値(長期)=19.64，最大平均N値(短期)=14.73※1　最大平均N値(長期)=19.64，最大平均N値(短期)=14.73※1　最大平均N値(長期)=19.64，最大平均N値(短期)=14.73※1　最大平均N値(長期)=19.64，最大平均N値(短期)=14.73※1　最大平均N値(長期)=19.64，最大平均N値(短期)=14.73※1　最大平均N値(長期)=19.64，最大平均N値(短期)=14.73※1　最大平均N値(長期)=19.64，最大平均N値(短期)=14.73

※2　H1 は，上表より大きいものは使用できる。※2　H1 は，上表より大きいものは使用できる。※2　H1 は，上表より大きいものは使用できる。※2　H1 は，上表より大きいものは使用できる。※2　H1 は，上表より大きいものは使用できる。※2　H1 は，上表より大きいものは使用できる。※2　H1 は，上表より大きいものは使用できる。

＊受注生産＊受注生産＊受注生産＊受注生産＊受注生産＊受注生産＊受注生産

t ＜ 6t ＜ 6t ＜ 6t ＜ 6t ＜ 6t ＜ 6t ＜ 6

A部詳細図A部詳細図A部詳細図A部詳細図A部詳細図A部詳細図A部詳細図 B部詳細図B部詳細図B部詳細図B部詳細図B部詳細図B部詳細図B部詳細図

t ≧ 6t ≧ 6t ≧ 6t ≧ 6t ≧ 6t ≧ 6t ≧ 6
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2025.10.232025.10.232025.10.232025.10.232025.10.232025.10.232025.10.23



同径異厚鋼管接続方法同径異厚鋼管接続方法同径異厚鋼管接続方法同径異厚鋼管接続方法同径異厚鋼管接続方法同径異厚鋼管接続方法同径異厚鋼管接続方法

ＴＧパイル工法設計施工標準(2)ＴＧパイル工法設計施工標準(2)ＴＧパイル工法設計施工標準(2)ＴＧパイル工法設計施工標準(2)ＴＧパイル工法設計施工標準(2)ＴＧパイル工法設計施工標準(2)ＴＧパイル工法設計施工標準(2)

2) ＴＧジョイントの寸法2) ＴＧジョイントの寸法2) ＴＧジョイントの寸法2) ＴＧジョイントの寸法2) ＴＧジョイントの寸法2) ＴＧジョイントの寸法2) ＴＧジョイントの寸法

先端部先端部先端部先端部先端部先端部先端部

軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径

ＤＤＤＤＤＤＤ
Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１Ｄ１ Ｄ２Ｄ２Ｄ２Ｄ２Ｄ２Ｄ２Ｄ２ Ｄ３Ｄ３Ｄ３Ｄ３Ｄ３Ｄ３Ｄ３ Ｄ４Ｄ４Ｄ４Ｄ４Ｄ４Ｄ４Ｄ４ Ｄ５Ｄ５Ｄ５Ｄ５Ｄ５Ｄ５Ｄ５ ｈ12ｈ12ｈ12ｈ12ｈ12ｈ12ｈ12

鋼管鋼管鋼管鋼管鋼管鋼管鋼管

軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径軸径
②②②②②②② ①①①①①①①

89.189.189.189.189.189.189.1

101.6101.6101.6101.6101.6101.6101.6

114.3114.3114.3114.3114.3114.3114.3

139.8139.8139.8139.8139.8139.8139.8

165.2165.2165.2165.2165.2165.2165.2

190.7190.7190.7190.7190.7190.7190.7

216.3216.3216.3216.3216.3216.3216.3

267.4267.4267.4267.4267.4267.4267.4

318.5318.5318.5318.5318.5318.5318.5

355.6355.6355.6355.6355.6355.6355.6

406.4406.4406.4406.4406.4406.4406.4

457.2457.2457.2457.2457.2457.2457.2

76.376.376.376.376.376.376.3

79.779.779.779.779.779.779.7

92.292.292.292.292.292.292.2

101.6101.6101.6101.6101.6101.6101.6

114.3114.3114.3114.3114.3114.3114.3

139.8139.8139.8139.8139.8139.8139.8

165.2165.2165.2165.2165.2165.2165.2

190.7190.7190.7190.7190.7190.7190.7

216.3216.3216.3216.3216.3216.3216.3

267.4267.4267.4267.4267.4267.4267.4

318.5318.5318.5318.5318.5318.5318.5

355.6355.6355.6355.6355.6355.6355.6 457.2457.2457.2457.2457.2457.2457.2

406.4406.4406.4406.4406.4406.4406.4

355.6355.6355.6355.6355.6355.6355.6

318.5318.5318.5318.5318.5318.5318.5

267.4267.4267.4267.4267.4267.4267.4

216.3216.3216.3216.3216.3216.3216.3

190.7190.7190.7190.7190.7190.7190.7

165.2165.2165.2165.2165.2165.2165.2

139.8139.8139.8139.8139.8139.8139.8

114.3114.3114.3114.3114.3114.3114.3

101.6101.6101.6101.6101.6101.6101.6

89.189.189.189.189.189.189.1 －－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

－－－－－－－

102.5102.5102.5102.5102.5102.5102.5

125.6125.6125.6125.6125.6125.6125.6

147.8147.8147.8147.8147.8147.8147.8

168.7168.7168.7168.7168.7168.7168.7

194.7194.7194.7194.7194.7194.7194.7

241.0241.0241.0241.0241.0241.0241.0

288.9288.9288.9288.9288.9288.9288.9

322.6322.6322.6322.6322.6322.6322.6

367.4367.4367.4367.4367.4367.4367.4

114.3114.3114.3114.3114.3114.3114.3

139.8139.8139.8139.8139.8139.8139.8

165.2165.2165.2165.2165.2165.2165.2

190.7190.7190.7190.7190.7190.7190.7

216.3216.3216.3216.3216.3216.3216.3

267.4267.4267.4267.4267.4267.4267.4

318.5318.5318.5318.5318.5318.5318.5

355.6355.6355.6355.6355.6355.6355.6

406.4406.4406.4406.4406.4406.4406.4

123.1123.1123.1123.1123.1123.1123.1

150.3150.3150.3150.3150.3150.3150.3

178.1178.1178.1178.1178.1178.1178.1

206.9206.9206.9206.9206.9206.9206.9

232.3232.3232.3232.3232.3232.3232.3

286.9286.9286.9286.9286.9286.9286.9

340.4340.4340.4340.4340.4340.4340.4

379.9379.9379.9379.9379.9379.9379.9

435.2435.2435.2435.2435.2435.2435.2 148.8148.8148.8148.8148.8148.8148.8

131.3131.3131.3131.3131.3131.3131.3

127.3127.3127.3127.3127.3127.3127.3

129.5129.5129.5129.5129.5129.5129.5

103.6103.6103.6103.6103.6103.6103.6

83.383.383.383.383.383.383.3

80.880.880.880.880.880.880.8

80.080.080.080.080.080.080.0

65.265.265.265.265.265.265.2

43.443.443.443.443.443.443.4

44.644.644.644.644.644.644.6

37.537.537.537.537.537.537.5 －－－－－－－

76.376.376.376.376.376.376.3

89.189.189.189.189.189.189.1

101.6101.6101.6101.6101.6101.6101.6

114.3114.3114.3114.3114.3114.3114.3

139.8139.8139.8139.8139.8139.8139.8

165.2165.2165.2165.2165.2165.2165.2

190.7190.7190.7190.7190.7190.7190.7

216.3216.3216.3216.3216.3216.3216.3

267.4267.4267.4267.4267.4267.4267.4

318.5318.5318.5318.5318.5318.5318.5

355.6355.6355.6355.6355.6355.6355.6 406.4406.4406.4406.4406.4406.4406.4

355.6355.6355.6355.6355.6355.6355.6

318.5318.5318.5318.5318.5318.5318.5

267.4267.4267.4267.4267.4267.4267.4

216.3216.3216.3216.3216.3216.3216.3
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3.ＴＧジョイント（拡底ジョイント)3.ＴＧジョイント（拡底ジョイント)3.ＴＧジョイント（拡底ジョイント)3.ＴＧジョイント（拡底ジョイント)3.ＴＧジョイント（拡底ジョイント)3.ＴＧジョイント（拡底ジョイント)3.ＴＧジョイント（拡底ジョイント)

TG ジョイントを使用すると。先端部軸径より細い杭径を本体部で採用可能となる。TG ジョイントを使用すると。先端部軸径より細い杭径を本体部で採用可能となる。TG ジョイントを使用すると。先端部軸径より細い杭径を本体部で採用可能となる。TG ジョイントを使用すると。先端部軸径より細い杭径を本体部で採用可能となる。TG ジョイントを使用すると。先端部軸径より細い杭径を本体部で採用可能となる。TG ジョイントを使用すると。先端部軸径より細い杭径を本体部で採用可能となる。TG ジョイントを使用すると。先端部軸径より細い杭径を本体部で採用可能となる。

TGジョイントと本体軸径の組み合わせは、設計施工指針による。TGジョイントと本体軸径の組み合わせは、設計施工指針による。TGジョイントと本体軸径の組み合わせは、設計施工指針による。TGジョイントと本体軸径の組み合わせは、設計施工指針による。TGジョイントと本体軸径の組み合わせは、設計施工指針による。TGジョイントと本体軸径の組み合わせは、設計施工指針による。TGジョイントと本体軸径の組み合わせは、設計施工指針による。

TG ジョイントの溶接（先端部および軸鋼管の両方）は，工場溶接に限定する。TG ジョイントの溶接（先端部および軸鋼管の両方）は，工場溶接に限定する。TG ジョイントの溶接（先端部および軸鋼管の両方）は，工場溶接に限定する。TG ジョイントの溶接（先端部および軸鋼管の両方）は，工場溶接に限定する。TG ジョイントの溶接（先端部および軸鋼管の両方）は，工場溶接に限定する。TG ジョイントの溶接（先端部および軸鋼管の両方）は，工場溶接に限定する。TG ジョイントの溶接（先端部および軸鋼管の両方）は，工場溶接に限定する。

1) ＴＧジョイントの形状1) ＴＧジョイントの形状1) ＴＧジョイントの形状1) ＴＧジョイントの形状1) ＴＧジョイントの形状1) ＴＧジョイントの形状1) ＴＧジョイントの形状

１段階ダウン１段階ダウン１段階ダウン１段階ダウン１段階ダウン１段階ダウン１段階ダウン２段階ダウン２段階ダウン２段階ダウン２段階ダウン２段階ダウン２段階ダウン２段階ダウン

軸部鋼管軸部鋼管軸部鋼管軸部鋼管軸部鋼管軸部鋼管軸部鋼管 軸部鋼管軸部鋼管軸部鋼管軸部鋼管軸部鋼管軸部鋼管軸部鋼管

TGジョイントTGジョイントTGジョイントTGジョイントTGジョイントTGジョイントTGジョイントTGジョイントTGジョイントTGジョイントTGジョイントTGジョイントTGジョイントTGジョイント

先端部先端部先端部先端部先端部先端部先端部 先端部先端部先端部先端部先端部先端部先端部

3) ＴＧジョイントと本体軸部との接続状況3) ＴＧジョイントと本体軸部との接続状況3) ＴＧジョイントと本体軸部との接続状況3) ＴＧジョイントと本体軸部との接続状況3) ＴＧジョイントと本体軸部との接続状況3) ＴＧジョイントと本体軸部との接続状況3) ＴＧジョイントと本体軸部との接続状況
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【標準的な杭配置例】【標準的な杭配置例】【標準的な杭配置例】【標準的な杭配置例】【標準的な杭配置例】【標準的な杭配置例】【標準的な杭配置例】

1.杭芯間隔とへりあきの例1.杭芯間隔とへりあきの例1.杭芯間隔とへりあきの例1.杭芯間隔とへりあきの例1.杭芯間隔とへりあきの例1.杭芯間隔とへりあきの例1.杭芯間隔とへりあきの例

P=1.5・Dw以上P=1.5・Dw以上P=1.5・Dw以上P=1.5・Dw以上P=1.5・Dw以上P=1.5・Dw以上P=1.5・Dw以上

e=1.25・Dp以上　　e=1.25・Dp以上　　e=1.25・Dp以上　　e=1.25・Dp以上　　e=1.25・Dp以上　　e=1.25・Dp以上　　e=1.25・Dp以上　　

Dw：翼径Dw：翼径Dw：翼径Dw：翼径Dw：翼径Dw：翼径Dw：翼径

Dp：本体部径　　Dp：本体部径　　Dp：本体部径　　Dp：本体部径　　Dp：本体部径　　Dp：本体部径　　Dp：本体部径　　

P及びeは、設計者 の判断とする。　P及びeは、設計者 の判断とする。　P及びeは、設計者 の判断とする。　P及びeは、設計者 の判断とする。　P及びeは、設計者 の判断とする。　P及びeは、設計者 の判断とする。　P及びeは、設計者 の判断とする。　

2.代表的な杭の配置例2.代表的な杭の配置例2.代表的な杭の配置例2.代表的な杭の配置例2.代表的な杭の配置例2.代表的な杭の配置例2.代表的な杭の配置例
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【杭頭部の接合例】【杭頭部の接合例】【杭頭部の接合例】【杭頭部の接合例】【杭頭部の接合例】【杭頭部の接合例】【杭頭部の接合例】

・杭頭キャップを溶接する。・杭頭キャップを溶接する。・杭頭キャップを溶接する。・杭頭キャップを溶接する。・杭頭キャップを溶接する。・杭頭キャップを溶接する。・杭頭キャップを溶接する。

中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト

受け板受け板受け板受け板受け板受け板受け板

杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ

捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート
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杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ

補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋

補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋補強鉄筋

捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート
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杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ杭頭キャップ

LL LL LL L

中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト

受け板受け板受け板受け板受け板受け板受け板
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中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト中詰めコンクリ－ト

受け板受け板受け板受け板受け板受け板受け板
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・杭頭鋼管内部に中詰めコンクリートを・杭頭鋼管内部に中詰めコンクリートを・杭頭鋼管内部に中詰めコンクリートを・杭頭鋼管内部に中詰めコンクリートを・杭頭鋼管内部に中詰めコンクリートを・杭頭鋼管内部に中詰めコンクリートを・杭頭鋼管内部に中詰めコンクリートを

Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。

・杭頭部に補強筋を溶接する。・杭頭部に補強筋を溶接する。・杭頭部に補強筋を溶接する。・杭頭部に補強筋を溶接する。・杭頭部に補強筋を溶接する。・杭頭部に補強筋を溶接する。・杭頭部に補強筋を溶接する。

Lは35・d以上または設計者の指示による。Lは35・d以上または設計者の指示による。Lは35・d以上または設計者の指示による。Lは35・d以上または設計者の指示による。Lは35・d以上または設計者の指示による。Lは35・d以上または設計者の指示による。Lは35・d以上または設計者の指示による。

d：鉄筋の公称径d：鉄筋の公称径d：鉄筋の公称径d：鉄筋の公称径d：鉄筋の公称径d：鉄筋の公称径d：鉄筋の公称径

・杭頭部に補強筋を溶接する。・杭頭部に補強筋を溶接する。・杭頭部に補強筋を溶接する。・杭頭部に補強筋を溶接する。・杭頭部に補強筋を溶接する。・杭頭部に補強筋を溶接する。・杭頭部に補強筋を溶接する。

Lは35・d以上または設計者の指示による。Lは35・d以上または設計者の指示による。Lは35・d以上または設計者の指示による。Lは35・d以上または設計者の指示による。Lは35・d以上または設計者の指示による。Lは35・d以上または設計者の指示による。Lは35・d以上または設計者の指示による。

Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。

d：鉄筋の公称径d：鉄筋の公称径d：鉄筋の公称径d：鉄筋の公称径d：鉄筋の公称径d：鉄筋の公称径d：鉄筋の公称径

・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。

Lは200mm以上かつD以上とする。Lは200mm以上かつD以上とする。Lは200mm以上かつD以上とする。Lは200mm以上かつD以上とする。Lは200mm以上かつD以上とする。Lは200mm以上かつD以上とする。Lは200mm以上かつD以上とする。

・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。・杭頭部を基礎スラブ内にのみこませる。

Lは200mm以上かつD以上とする。Lは200mm以上かつD以上とする。Lは200mm以上かつD以上とする。Lは200mm以上かつD以上とする。Lは200mm以上かつD以上とする。Lは200mm以上かつD以上とする。Lは200mm以上かつD以上とする。

Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。Lcは設計者の指示による。

　充填する。　充填する。　充填する。　充填する。　充填する。　充填する。　充填する。

DDDDDDD

DDDDDDD

DDDDDDD

DDDDDDD

DDDDDDD

DDDDDDD

杭頭接合方法は、設計者の判断とする。杭頭接合方法は、設計者の判断とする。杭頭接合方法は、設計者の判断とする。杭頭接合方法は、設計者の判断とする。杭頭接合方法は、設計者の判断とする。杭頭接合方法は、設計者の判断とする。杭頭接合方法は、設計者の判断とする。

裏当て４枚使用の場合裏当て４枚使用の場合裏当て４枚使用の場合裏当て４枚使用の場合裏当て４枚使用の場合裏当て４枚使用の場合裏当て４枚使用の場合

裏当て３枚使用の場合裏当て３枚使用の場合裏当て３枚使用の場合裏当て３枚使用の場合裏当て３枚使用の場合裏当て３枚使用の場合裏当て３枚使用の場合

＊受注生産＊受注生産＊受注生産＊受注生産＊受注生産＊受注生産＊受注生産

5
0m

m以
下

5
0m

m以
下

5
0m

m以
下

5
0m

m以
下

5
0m

m以
下

5
0m

m以
下

5
0m

m以
下

50
m
m以

下
50

m
m以

下
50

m
m以

下
50

m
m以

下
50

m
m以

下
50

m
m以

下
50

m
m以

下

5
0m

m
以

下
5
0m

m
以

下
5
0m

m
以

下
5
0m

m
以

下
5
0m

m
以

下
5
0m

m
以

下
5
0m

m
以

下

2025.10.232025.10.232025.10.232025.10.232025.10.232025.10.232025.10.23



ＴＧパイル工法設計施工標準(3)ＴＧパイル工法設計施工標準(3)ＴＧパイル工法設計施工標準(3)ＴＧパイル工法設計施工標準(3)ＴＧパイル工法設計施工標準(3)ＴＧパイル工法設計施工標準(3)ＴＧパイル工法設計施工標準(3)

TEL：098-982-1915TEL：098-982-1915TEL：098-982-1915TEL：098-982-1915TEL：098-982-1915TEL：098-982-1915TEL：098-982-1915

沖縄うるま市字州崎12番地11沖縄うるま市字州崎12番地11沖縄うるま市字州崎12番地11沖縄うるま市字州崎12番地11沖縄うるま市字州崎12番地11沖縄うるま市字州崎12番地11沖縄うるま市字州崎12番地11

　タイガー産業株式会社　タイガー産業株式会社　タイガー産業株式会社　タイガー産業株式会社　タイガー産業株式会社　タイガー産業株式会社　タイガー産業株式会社

ＴＧパイル工法ＴＧパイル工法ＴＧパイル工法ＴＧパイル工法ＴＧパイル工法ＴＧパイル工法ＴＧパイル工法

　国土交通省大臣認定　国土交通省大臣認定　国土交通省大臣認定　国土交通省大臣認定　国土交通省大臣認定　国土交通省大臣認定　国土交通省大臣認定

認定年月日認定年月日認定年月日認定年月日認定年月日認定年月日認定年月日

認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号

認定書認定書認定書認定書認定書認定書認定書

指定書指定書指定書指定書指定書指定書指定書

TACP - 0670TACP - 0670TACP - 0670TACP - 0670TACP - 0670TACP - 0670TACP - 0670

令和5年10月13日令和5年10月13日令和5年10月13日令和5年10月13日令和5年10月13日令和5年10月13日令和5年10月13日

本社／パイル事業課本社／パイル事業課本社／パイル事業課本社／パイル事業課本社／パイル事業課本社／パイル事業課本社／パイル事業課

TEL：0748-66-8121TEL：0748-66-8121TEL：0748-66-8121TEL：0748-66-8121TEL：0748-66-8121TEL：0748-66-8121TEL：0748-66-8121 FAX：0748-66-2122FAX：0748-66-2122FAX：0748-66-2122FAX：0748-66-2122FAX：0748-66-2122FAX：0748-66-2122FAX：0748-66-2122

TEL：04-7157-0833TEL：04-7157-0833TEL：04-7157-0833TEL：04-7157-0833TEL：04-7157-0833TEL：04-7157-0833TEL：04-7157-0833 FAX：04-7157-0834FAX：04-7157-0834FAX：04-7157-0834FAX：04-7157-0834FAX：04-7157-0834FAX：04-7157-0834FAX：04-7157-0834

（先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む））（先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む））（先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む））（先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む））（先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む））（先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む））（先端地盤：砂質地盤（礫質地盤含む））

認定年月日認定年月日認定年月日認定年月日認定年月日認定年月日認定年月日

認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号

認定書認定書認定書認定書認定書認定書認定書

指定書指定書指定書指定書指定書指定書指定書

TACP - 0671TACP - 0671TACP - 0671TACP - 0671TACP - 0671TACP - 0671TACP - 0671

令和5年10月13日令和5年10月13日令和5年10月13日令和5年10月13日令和5年10月13日令和5年10月13日令和5年10月13日

（先端地盤：粘土質地盤）（先端地盤：粘土質地盤）（先端地盤：粘土質地盤）（先端地盤：粘土質地盤）（先端地盤：粘土質地盤）（先端地盤：粘土質地盤）（先端地盤：粘土質地盤）

ＴＧパイル工法（引抜き方向の支持力）ＴＧパイル工法（引抜き方向の支持力）ＴＧパイル工法（引抜き方向の支持力）ＴＧパイル工法（引抜き方向の支持力）ＴＧパイル工法（引抜き方向の支持力）ＴＧパイル工法（引抜き方向の支持力）ＴＧパイル工法（引抜き方向の支持力）

　一般財団法人　日本建築総合試験所　建築技術性能証明　一般財団法人　日本建築総合試験所　建築技術性能証明　一般財団法人　日本建築総合試験所　建築技術性能証明　一般財団法人　日本建築総合試験所　建築技術性能証明　一般財団法人　日本建築総合試験所　建築技術性能証明　一般財団法人　日本建築総合試験所　建築技術性能証明　一般財団法人　日本建築総合試験所　建築技術性能証明

（GBRC性能証明-第15-26号 改1）（GBRC性能証明-第15-26号 改1）（GBRC性能証明-第15-26号 改1）（GBRC性能証明-第15-26号 改1）（GBRC性能証明-第15-26号 改1）（GBRC性能証明-第15-26号 改1）（GBRC性能証明-第15-26号 改1）

（国住参建第1490号）（国住参建第1490号）（国住参建第1490号）（国住参建第1490号）（国住参建第1490号）（国住参建第1490号）（国住参建第1490号）

（国住参建第1490-2号）（国住参建第1490-2号）（国住参建第1490-2号）（国住参建第1490-2号）（国住参建第1490-2号）（国住参建第1490-2号）（国住参建第1490-2号）

（国住参建第1491号）（国住参建第1491号）（国住参建第1491号）（国住参建第1491号）（国住参建第1491号）（国住参建第1491号）（国住参建第1491号）

（国住参建第1491-2号）（国住参建第1491-2号）（国住参建第1491-2号）（国住参建第1491-2号）（国住参建第1491-2号）（国住参建第1491-2号）（国住参建第1491-2号）

FAX：098-982-1916FAX：098-982-1916FAX：098-982-1916FAX：098-982-1916FAX：098-982-1916FAX：098-982-1916FAX：098-982-1916

関連会社　タイガーグローバル株式会社関連会社　タイガーグローバル株式会社関連会社　タイガーグローバル株式会社関連会社　タイガーグローバル株式会社関連会社　タイガーグローバル株式会社関連会社　タイガーグローバル株式会社関連会社　タイガーグローバル株式会社

TEL：098-982-1488TEL：098-982-1488TEL：098-982-1488TEL：098-982-1488TEL：098-982-1488TEL：098-982-1488TEL：098-982-1488 FAX：098-982-1138FAX：098-982-1138FAX：098-982-1138FAX：098-982-1138FAX：098-982-1138FAX：098-982-1138FAX：098-982-1138

沖縄県うるま市勝連南風原5194-37沖縄県うるま市勝連南風原5194-37沖縄県うるま市勝連南風原5194-37沖縄県うるま市勝連南風原5194-37沖縄県うるま市勝連南風原5194-37沖縄県うるま市勝連南風原5194-37沖縄県うるま市勝連南風原5194-37

関東ヤード関東ヤード関東ヤード関東ヤード関東ヤード関東ヤード関東ヤード

九州ヤード九州ヤード九州ヤード九州ヤード九州ヤード九州ヤード九州ヤード

【施工管理方法】【施工管理方法】【施工管理方法】【施工管理方法】【施工管理方法】【施工管理方法】【施工管理方法】

1.使用機械及び設備計画1.使用機械及び設備計画1.使用機械及び設備計画1.使用機械及び設備計画1.使用機械及び設備計画1.使用機械及び設備計画1.使用機械及び設備計画

1) 使用機械1) 使用機械1) 使用機械1) 使用機械1) 使用機械1) 使用機械1) 使用機械

本工法の工事で使用する施工機械については，施工規模，くい径・くい長，地盤条件，本工法の工事で使用する施工機械については，施工規模，くい径・くい長，地盤条件，本工法の工事で使用する施工機械については，施工規模，くい径・くい長，地盤条件，本工法の工事で使用する施工機械については，施工規模，くい径・くい長，地盤条件，本工法の工事で使用する施工機械については，施工規模，くい径・くい長，地盤条件，本工法の工事で使用する施工機械については，施工規模，くい径・くい長，地盤条件，本工法の工事で使用する施工機械については，施工規模，くい径・くい長，地盤条件，

敷地の形状・面積及び施工敷地までの搬入経路や周辺状況を考慮し，くいの搬入，吊り敷地の形状・面積及び施工敷地までの搬入経路や周辺状況を考慮し，くいの搬入，吊り敷地の形状・面積及び施工敷地までの搬入経路や周辺状況を考慮し，くいの搬入，吊り敷地の形状・面積及び施工敷地までの搬入経路や周辺状況を考慮し，くいの搬入，吊り敷地の形状・面積及び施工敷地までの搬入経路や周辺状況を考慮し，くいの搬入，吊り敷地の形状・面積及び施工敷地までの搬入経路や周辺状況を考慮し，くいの搬入，吊り敷地の形状・面積及び施工敷地までの搬入経路や周辺状況を考慮し，くいの搬入，吊り

込み，回転貫入作業が安全かつ効率的に行われる能力を有するものを選定する。 込み，回転貫入作業が安全かつ効率的に行われる能力を有するものを選定する。 込み，回転貫入作業が安全かつ効率的に行われる能力を有するものを選定する。 込み，回転貫入作業が安全かつ効率的に行われる能力を有するものを選定する。 込み，回転貫入作業が安全かつ効率的に行われる能力を有するものを選定する。 込み，回転貫入作業が安全かつ効率的に行われる能力を有するものを選定する。 込み，回転貫入作業が安全かつ効率的に行われる能力を有するものを選定する。 

また，施工機械は，工事敷地周辺環境に配慮し，必要に応じて低振動・低騒音型を選また，施工機械は，工事敷地周辺環境に配慮し，必要に応じて低振動・低騒音型を選また，施工機械は，工事敷地周辺環境に配慮し，必要に応じて低振動・低騒音型を選また，施工機械は，工事敷地周辺環境に配慮し，必要に応じて低振動・低騒音型を選また，施工機械は，工事敷地周辺環境に配慮し，必要に応じて低振動・低騒音型を選また，施工機械は，工事敷地周辺環境に配慮し，必要に応じて低振動・低騒音型を選また，施工機械は，工事敷地周辺環境に配慮し，必要に応じて低振動・低騒音型を選

定する。施工機械は，補強材の貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量）を計測できる装定する。施工機械は，補強材の貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量）を計測できる装定する。施工機械は，補強材の貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量）を計測できる装定する。施工機械は，補強材の貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量）を計測できる装定する。施工機械は，補強材の貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量）を計測できる装定する。施工機械は，補強材の貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量）を計測できる装定する。施工機械は，補強材の貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量）を計測できる装

置を備えたものとする。置を備えたものとする。置を備えたものとする。置を備えたものとする。置を備えたものとする。置を備えたものとする。置を備えたものとする。

2) 設備計画2) 設備計画2) 設備計画2) 設備計画2) 設備計画2) 設備計画2) 設備計画

本工法の工事で必要な設備には，くい回転駆動治具，ヤットコ，発電設備，鋼管切断機，本工法の工事で必要な設備には，くい回転駆動治具，ヤットコ，発電設備，鋼管切断機，本工法の工事で必要な設備には，くい回転駆動治具，ヤットコ，発電設備，鋼管切断機，本工法の工事で必要な設備には，くい回転駆動治具，ヤットコ，発電設備，鋼管切断機，本工法の工事で必要な設備には，くい回転駆動治具，ヤットコ，発電設備，鋼管切断機，本工法の工事で必要な設備には，くい回転駆動治具，ヤットコ，発電設備，鋼管切断機，本工法の工事で必要な設備には，くい回転駆動治具，ヤットコ，発電設備，鋼管切断機，

測定器具等がある。測定器具等がある。測定器具等がある。測定器具等がある。測定器具等がある。測定器具等がある。測定器具等がある。

3) 施工計画3) 施工計画3) 施工計画3) 施工計画3) 施工計画3) 施工計画3) 施工計画

本工法の施工にあたっては，施工管理組織を明確にすると共に使用機械，設備計画，本工法の施工にあたっては，施工管理組織を明確にすると共に使用機械，設備計画，本工法の施工にあたっては，施工管理組織を明確にすると共に使用機械，設備計画，本工法の施工にあたっては，施工管理組織を明確にすると共に使用機械，設備計画，本工法の施工にあたっては，施工管理組織を明確にすると共に使用機械，設備計画，本工法の施工にあたっては，施工管理組織を明確にすると共に使用機械，設備計画，本工法の施工にあたっては，施工管理組織を明確にすると共に使用機械，設備計画，

工程計画，試験ぐいの計画，安全及び公害対策に関して事前に検討するものとする。工程計画，試験ぐいの計画，安全及び公害対策に関して事前に検討するものとする。工程計画，試験ぐいの計画，安全及び公害対策に関して事前に検討するものとする。工程計画，試験ぐいの計画，安全及び公害対策に関して事前に検討するものとする。工程計画，試験ぐいの計画，安全及び公害対策に関して事前に検討するものとする。工程計画，試験ぐいの計画，安全及び公害対策に関して事前に検討するものとする。工程計画，試験ぐいの計画，安全及び公害対策に関して事前に検討するものとする。

4) 施工機械と施工時トルクの上限値4) 施工機械と施工時トルクの上限値4) 施工機械と施工時トルクの上限値4) 施工機械と施工時トルクの上限値4) 施工機械と施工時トルクの上限値4) 施工機械と施工時トルクの上限値4) 施工機械と施工時トルクの上限値

本工法の工事で使用する施工機械の施工時におけるトルクの上限値は，本工法の工事で使用する施工機械の施工時におけるトルクの上限値は，本工法の工事で使用する施工機械の施工時におけるトルクの上限値は，本工法の工事で使用する施工機械の施工時におけるトルクの上限値は，本工法の工事で使用する施工機械の施工時におけるトルクの上限値は，本工法の工事で使用する施工機械の施工時におけるトルクの上限値は，本工法の工事で使用する施工機械の施工時におけるトルクの上限値は，

くい体の許容ねじり強度以下とする。くい体の許容ねじり強度以下とする。くい体の許容ねじり強度以下とする。くい体の許容ねじり強度以下とする。くい体の許容ねじり強度以下とする。くい体の許容ねじり強度以下とする。くい体の許容ねじり強度以下とする。

2.試験ぐい2.試験ぐい2.試験ぐい2.試験ぐい2.試験ぐい2.試験ぐい2.試験ぐい

※CV：Controlled Valueの略※CV：Controlled Valueの略※CV：Controlled Valueの略※CV：Controlled Valueの略※CV：Controlled Valueの略※CV：Controlled Valueの略※CV：Controlled Valueの略

CV=　Tr・P/S　(kN・m)・・・・・・・（Ⅰ）CV=　Tr・P/S　(kN・m)・・・・・・・（Ⅰ）CV=　Tr・P/S　(kN・m)・・・・・・・（Ⅰ）CV=　Tr・P/S　(kN・m)・・・・・・・（Ⅰ）CV=　Tr・P/S　(kN・m)・・・・・・・（Ⅰ）CV=　Tr・P/S　(kN・m)・・・・・・・（Ⅰ）CV=　Tr・P/S　(kN・m)・・・・・・・（Ⅰ）

ここに，ここに，ここに，ここに，ここに，ここに，ここに，

Tr： トルク　(kN・m)Tr： トルク　(kN・m)Tr： トルク　(kN・m)Tr： トルク　(kN・m)Tr： トルク　(kN・m)Tr： トルク　(kN・m)Tr： トルク　(kN・m)

P ： 圧入力　(kN)P ： 圧入力　(kN)P ： 圧入力　(kN)P ： 圧入力　(kN)P ： 圧入力　(kN)P ： 圧入力　(kN)P ： 圧入力　(kN)

S ： 1回転当たりの貫入量　(m)S ： 1回転当たりの貫入量　(m)S ： 1回転当たりの貫入量　(m)S ： 1回転当たりの貫入量　(m)S ： 1回転当たりの貫入量　(m)S ： 1回転当たりの貫入量　(m)S ： 1回転当たりの貫入量　(m)

くい伏図に従い，地盤調査地点に近い位置のくいを選定し，これを試験ぐいとする。くい伏図に従い，地盤調査地点に近い位置のくいを選定し，これを試験ぐいとする。くい伏図に従い，地盤調査地点に近い位置のくいを選定し，これを試験ぐいとする。くい伏図に従い，地盤調査地点に近い位置のくいを選定し，これを試験ぐいとする。くい伏図に従い，地盤調査地点に近い位置のくいを選定し，これを試験ぐいとする。くい伏図に従い，地盤調査地点に近い位置のくいを選定し，これを試験ぐいとする。くい伏図に従い，地盤調査地点に近い位置のくいを選定し，これを試験ぐいとする。

試験ぐいとしての施工は，現場毎に１本以上行う。試験ぐいとしての施工は，現場毎に１本以上行う。試験ぐいとしての施工は，現場毎に１本以上行う。試験ぐいとしての施工は，現場毎に１本以上行う。試験ぐいとしての施工は，現場毎に１本以上行う。試験ぐいとしての施工は，現場毎に１本以上行う。試験ぐいとしての施工は，現場毎に１本以上行う。

試験ぐいの施工状況から，必要な施工深度と設計くい長との整合性を確認する。 試験ぐいの施工状況から，必要な施工深度と設計くい長との整合性を確認する。 試験ぐいの施工状況から，必要な施工深度と設計くい長との整合性を確認する。 試験ぐいの施工状況から，必要な施工深度と設計くい長との整合性を確認する。 試験ぐいの施工状況から，必要な施工深度と設計くい長との整合性を確認する。 試験ぐいの施工状況から，必要な施工深度と設計くい長との整合性を確認する。 試験ぐいの施工状況から，必要な施工深度と設計くい長との整合性を確認する。 

試験ぐいの貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量など）を計測し，これらの結果から試験ぐいの貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量など）を計測し，これらの結果から試験ぐいの貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量など）を計測し，これらの結果から試験ぐいの貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量など）を計測し，これらの結果から試験ぐいの貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量など）を計測し，これらの結果から試験ぐいの貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量など）を計測し，これらの結果から試験ぐいの貫入特性値（トルク・圧入力・貫入量など）を計測し，これらの結果から

以下の項目について確認し，本施工時における施工管理上の指標値を設定する。以下の項目について確認し，本施工時における施工管理上の指標値を設定する。以下の項目について確認し，本施工時における施工管理上の指標値を設定する。以下の項目について確認し，本施工時における施工管理上の指標値を設定する。以下の項目について確認し，本施工時における施工管理上の指標値を設定する。以下の項目について確認し，本施工時における施工管理上の指標値を設定する。以下の項目について確認し，本施工時における施工管理上の指標値を設定する。

支持層のコントラストが明確な場合は，試験ぐい打ち止め時のトルク値の80％以上の支持層のコントラストが明確な場合は，試験ぐい打ち止め時のトルク値の80％以上の支持層のコントラストが明確な場合は，試験ぐい打ち止め時のトルク値の80％以上の支持層のコントラストが明確な場合は，試験ぐい打ち止め時のトルク値の80％以上の支持層のコントラストが明確な場合は，試験ぐい打ち止め時のトルク値の80％以上の支持層のコントラストが明確な場合は，試験ぐい打ち止め時のトルク値の80％以上の支持層のコントラストが明確な場合は，試験ぐい打ち止め時のトルク値の80％以上の

トルク値を指標 値として設定する。トルク値を指標 値として設定する。トルク値を指標 値として設定する。トルク値を指標 値として設定する。トルク値を指標 値として設定する。トルク値を指標 値として設定する。トルク値を指標 値として設定する。

a)貫入特性値と地盤調査資料（柱状図等）との整合性a)貫入特性値と地盤調査資料（柱状図等）との整合性a)貫入特性値と地盤調査資料（柱状図等）との整合性a)貫入特性値と地盤調査資料（柱状図等）との整合性a)貫入特性値と地盤調査資料（柱状図等）との整合性a)貫入特性値と地盤調査資料（柱状図等）との整合性a)貫入特性値と地盤調査資料（柱状図等）との整合性

b)支持地盤（設計打ち止め深さ）と地盤調査資料（柱状図等）との整合性b)支持地盤（設計打ち止め深さ）と地盤調査資料（柱状図等）との整合性b)支持地盤（設計打ち止め深さ）と地盤調査資料（柱状図等）との整合性b)支持地盤（設計打ち止め深さ）と地盤調査資料（柱状図等）との整合性b)支持地盤（設計打ち止め深さ）と地盤調査資料（柱状図等）との整合性b)支持地盤（設計打ち止め深さ）と地盤調査資料（柱状図等）との整合性b)支持地盤（設計打ち止め深さ）と地盤調査資料（柱状図等）との整合性

c)くいの安全性（施工トルク値とねじり強度の関係）c)くいの安全性（施工トルク値とねじり強度の関係）c)くいの安全性（施工トルク値とねじり強度の関係）c)くいの安全性（施工トルク値とねじり強度の関係）c)くいの安全性（施工トルク値とねじり強度の関係）c)くいの安全性（施工トルク値とねじり強度の関係）c)くいの安全性（施工トルク値とねじり強度の関係）

また，Ｎ値が50 を超える地層でトルクが減少する場合は，圧入力を増加させ単位時間当また，Ｎ値が50 を超える地層でトルクが減少する場合は，圧入力を増加させ単位時間当また，Ｎ値が50 を超える地層でトルクが減少する場合は，圧入力を増加させ単位時間当また，Ｎ値が50 を超える地層でトルクが減少する場合は，圧入力を増加させ単位時間当また，Ｎ値が50 を超える地層でトルクが減少する場合は，圧入力を増加させ単位時間当また，Ｎ値が50 を超える地層でトルクが減少する場合は，圧入力を増加させ単位時間当また，Ｎ値が50 を超える地層でトルクが減少する場合は，圧入力を増加させ単位時間当

たりの貫入量を計測する。貫入量が少なければ打ち止め層に到達したと判断する。たりの貫入量を計測する。貫入量が少なければ打ち止め層に到達したと判断する。たりの貫入量を計測する。貫入量が少なければ打ち止め層に到達したと判断する。たりの貫入量を計測する。貫入量が少なければ打ち止め層に到達したと判断する。たりの貫入量を計測する。貫入量が少なければ打ち止め層に到達したと判断する。たりの貫入量を計測する。貫入量が少なければ打ち止め層に到達したと判断する。たりの貫入量を計測する。貫入量が少なければ打ち止め層に到達したと判断する。

なお，支持層のコントラストが明瞭でなく，トルク値による管理が困難な場合は，なお，支持層のコントラストが明瞭でなく，トルク値による管理が困難な場合は，なお，支持層のコントラストが明瞭でなく，トルク値による管理が困難な場合は，なお，支持層のコントラストが明瞭でなく，トルク値による管理が困難な場合は，なお，支持層のコントラストが明瞭でなく，トルク値による管理が困難な場合は，なお，支持層のコントラストが明瞭でなく，トルク値による管理が困難な場合は，なお，支持層のコントラストが明瞭でなく，トルク値による管理が困難な場合は，

試験ぐいでCV※を（Ⅰ）式にて求め，試験ぐい打ち止め時のCV の80%以上の値を指標値試験ぐいでCV※を（Ⅰ）式にて求め，試験ぐい打ち止め時のCV の80%以上の値を指標値試験ぐいでCV※を（Ⅰ）式にて求め，試験ぐい打ち止め時のCV の80%以上の値を指標値試験ぐいでCV※を（Ⅰ）式にて求め，試験ぐい打ち止め時のCV の80%以上の値を指標値試験ぐいでCV※を（Ⅰ）式にて求め，試験ぐい打ち止め時のCV の80%以上の値を指標値試験ぐいでCV※を（Ⅰ）式にて求め，試験ぐい打ち止め時のCV の80%以上の値を指標値試験ぐいでCV※を（Ⅰ）式にて求め，試験ぐい打ち止め時のCV の80%以上の値を指標値

として設定する。として設定する。として設定する。として設定する。として設定する。として設定する。として設定する。

3.施工3.施工3.施工3.施工3.施工3.施工3.施工

1) 準備工事1) 準備工事1) 準備工事1) 準備工事1) 準備工事1) 準備工事1) 準備工事

施工に先立って，基礎ぐいの施工に支障が無いように，現場が整理されているか，施工に先立って，基礎ぐいの施工に支障が無いように，現場が整理されているか，施工に先立って，基礎ぐいの施工に支障が無いように，現場が整理されているか，施工に先立って，基礎ぐいの施工に支障が無いように，現場が整理されているか，施工に先立って，基礎ぐいの施工に支障が無いように，現場が整理されているか，施工に先立って，基礎ぐいの施工に支障が無いように，現場が整理されているか，施工に先立って，基礎ぐいの施工に支障が無いように，現場が整理されているか，

くい芯が正確に標示されているかを確認する。また，施工機械や設備は，事前に整備くい芯が正確に標示されているかを確認する。また，施工機械や設備は，事前に整備くい芯が正確に標示されているかを確認する。また，施工機械や設備は，事前に整備くい芯が正確に標示されているかを確認する。また，施工機械や設備は，事前に整備くい芯が正確に標示されているかを確認する。また，施工機械や設備は，事前に整備くい芯が正確に標示されているかを確認する。また，施工機械や設備は，事前に整備くい芯が正確に標示されているかを確認する。また，施工機械や設備は，事前に整備

点検を行い，試運転を行うこととする。点検を行い，試運転を行うこととする。点検を行い，試運転を行うこととする。点検を行い，試運転を行うこととする。点検を行い，試運転を行うこととする。点検を行い，試運転を行うこととする。点検を行い，試運転を行うこととする。

2) 使用材料の受け入れ検査2) 使用材料の受け入れ検査2) 使用材料の受け入れ検査2) 使用材料の受け入れ検査2) 使用材料の受け入れ検査2) 使用材料の受け入れ検査2) 使用材料の受け入れ検査

施工管理者は，基礎ぐいを含む使用材料の検査を施工現場内または施工現場付近にて施工管理者は，基礎ぐいを含む使用材料の検査を施工現場内または施工現場付近にて施工管理者は，基礎ぐいを含む使用材料の検査を施工現場内または施工現場付近にて施工管理者は，基礎ぐいを含む使用材料の検査を施工現場内または施工現場付近にて施工管理者は，基礎ぐいを含む使用材料の検査を施工現場内または施工現場付近にて施工管理者は，基礎ぐいを含む使用材料の検査を施工現場内または施工現場付近にて施工管理者は，基礎ぐいを含む使用材料の検査を施工現場内または施工現場付近にて

行う。納入された使用材料が規定の形状・寸法，品質を満足しているか検査する。行う。納入された使用材料が規定の形状・寸法，品質を満足しているか検査する。行う。納入された使用材料が規定の形状・寸法，品質を満足しているか検査する。行う。納入された使用材料が規定の形状・寸法，品質を満足しているか検査する。行う。納入された使用材料が規定の形状・寸法，品質を満足しているか検査する。行う。納入された使用材料が規定の形状・寸法，品質を満足しているか検査する。行う。納入された使用材料が規定の形状・寸法，品質を満足しているか検査する。

3) くいの建て込み3) くいの建て込み3) くいの建て込み3) くいの建て込み3) くいの建て込み3) くいの建て込み3) くいの建て込み

貫入予定のくいを補助クレーンで吊り込み，くいやくい打ち機に損傷を与えないよう貫入予定のくいを補助クレーンで吊り込み，くいやくい打ち機に損傷を与えないよう貫入予定のくいを補助クレーンで吊り込み，くいやくい打ち機に損傷を与えないよう貫入予定のくいを補助クレーンで吊り込み，くいやくい打ち機に損傷を与えないよう貫入予定のくいを補助クレーンで吊り込み，くいやくい打ち機に損傷を与えないよう貫入予定のくいを補助クレーンで吊り込み，くいやくい打ち機に損傷を与えないよう貫入予定のくいを補助クレーンで吊り込み，くいやくい打ち機に損傷を与えないよう

十分注意しながらくい回転駆動治具に連結し，くい芯位置にセットする。 十分注意しながらくい回転駆動治具に連結し，くい芯位置にセットする。 十分注意しながらくい回転駆動治具に連結し，くい芯位置にセットする。 十分注意しながらくい回転駆動治具に連結し，くい芯位置にセットする。 十分注意しながらくい回転駆動治具に連結し，くい芯位置にセットする。 十分注意しながらくい回転駆動治具に連結し，くい芯位置にセットする。 十分注意しながらくい回転駆動治具に連結し，くい芯位置にセットする。 

この時，直角２方向から下げ振りや水準器等を用いてくい打ち機のリーダーとこの時，直角２方向から下げ振りや水準器等を用いてくい打ち機のリーダーとこの時，直角２方向から下げ振りや水準器等を用いてくい打ち機のリーダーとこの時，直角２方向から下げ振りや水準器等を用いてくい打ち機のリーダーとこの時，直角２方向から下げ振りや水準器等を用いてくい打ち機のリーダーとこの時，直角２方向から下げ振りや水準器等を用いてくい打ち機のリーダーとこの時，直角２方向から下げ振りや水準器等を用いてくい打ち機のリーダーと

くい本体の鉛直精度を確保する。くい本体の鉛直精度を確保する。くい本体の鉛直精度を確保する。くい本体の鉛直精度を確保する。くい本体の鉛直精度を確保する。くい本体の鉛直精度を確保する。くい本体の鉛直精度を確保する。

4) くいの回転貫入4) くいの回転貫入4) くいの回転貫入4) くいの回転貫入4) くいの回転貫入4) くいの回転貫入4) くいの回転貫入

回転貫入の留意点回転貫入の留意点回転貫入の留意点回転貫入の留意点回転貫入の留意点回転貫入の留意点回転貫入の留意点

くいの回転貫入初期には，くいの回転移動により芯ずれが生じ易いため，くい先端くいの回転貫入初期には，くいの回転移動により芯ずれが生じ易いため，くい先端くいの回転貫入初期には，くいの回転移動により芯ずれが生じ易いため，くい先端くいの回転貫入初期には，くいの回転移動により芯ずれが生じ易いため，くい先端くいの回転貫入初期には，くいの回転移動により芯ずれが生じ易いため，くい先端くいの回転貫入初期には，くいの回転移動により芯ずれが生じ易いため，くい先端くいの回転貫入初期には，くいの回転移動により芯ずれが生じ易いため，くい先端

が地表面から1m 程度貫入するまでは，くいずれ止め装置で挟み込んだ状態で貫入させる。が地表面から1m 程度貫入するまでは，くいずれ止め装置で挟み込んだ状態で貫入させる。が地表面から1m 程度貫入するまでは，くいずれ止め装置で挟み込んだ状態で貫入させる。が地表面から1m 程度貫入するまでは，くいずれ止め装置で挟み込んだ状態で貫入させる。が地表面から1m 程度貫入するまでは，くいずれ止め装置で挟み込んだ状態で貫入させる。が地表面から1m 程度貫入するまでは，くいずれ止め装置で挟み込んだ状態で貫入させる。が地表面から1m 程度貫入するまでは，くいずれ止め装置で挟み込んだ状態で貫入させる。

くいの回転貫入時の施工管理くいの回転貫入時の施工管理くいの回転貫入時の施工管理くいの回転貫入時の施工管理くいの回転貫入時の施工管理くいの回転貫入時の施工管理くいの回転貫入時の施工管理

くいの回転貫入に際しては，くい本体に過度の応力が生じないよう，くい回転駆動装置くいの回転貫入に際しては，くい本体に過度の応力が生じないよう，くい回転駆動装置くいの回転貫入に際しては，くい本体に過度の応力が生じないよう，くい回転駆動装置くいの回転貫入に際しては，くい本体に過度の応力が生じないよう，くい回転駆動装置くいの回転貫入に際しては，くい本体に過度の応力が生じないよう，くい回転駆動装置くいの回転貫入に際しては，くい本体に過度の応力が生じないよう，くい回転駆動装置くいの回転貫入に際しては，くい本体に過度の応力が生じないよう，くい回転駆動装置

のトルク，圧入力，回転速度を適切に制御する事が必要である。ゆえに，無理な圧入力のトルク，圧入力，回転速度を適切に制御する事が必要である。ゆえに，無理な圧入力のトルク，圧入力，回転速度を適切に制御する事が必要である。ゆえに，無理な圧入力のトルク，圧入力，回転速度を適切に制御する事が必要である。ゆえに，無理な圧入力のトルク，圧入力，回転速度を適切に制御する事が必要である。ゆえに，無理な圧入力のトルク，圧入力，回転速度を適切に制御する事が必要である。ゆえに，無理な圧入力のトルク，圧入力，回転速度を適切に制御する事が必要である。ゆえに，無理な圧入力

高速回転でのくいの貫入を行ってはならない。高速回転でのくいの貫入を行ってはならない。高速回転でのくいの貫入を行ってはならない。高速回転でのくいの貫入を行ってはならない。高速回転でのくいの貫入を行ってはならない。高速回転でのくいの貫入を行ってはならない。高速回転でのくいの貫入を行ってはならない。

打ち止め層に達するまでのくいの貫入速度は，くい回転駆動装置の１回転に対して打ち止め層に達するまでのくいの貫入速度は，くい回転駆動装置の１回転に対して打ち止め層に達するまでのくいの貫入速度は，くい回転駆動装置の１回転に対して打ち止め層に達するまでのくいの貫入速度は，くい回転駆動装置の１回転に対して打ち止め層に達するまでのくいの貫入速度は，くい回転駆動装置の１回転に対して打ち止め層に達するまでのくいの貫入速度は，くい回転駆動装置の１回転に対して打ち止め層に達するまでのくいの貫入速度は，くい回転駆動装置の１回転に対して

先端翼部のピッチを基準とし，5cm～15cm 程度を標準とする。ただし，堅固な地層や先端翼部のピッチを基準とし，5cm～15cm 程度を標準とする。ただし，堅固な地層や先端翼部のピッチを基準とし，5cm～15cm 程度を標準とする。ただし，堅固な地層や先端翼部のピッチを基準とし，5cm～15cm 程度を標準とする。ただし，堅固な地層や先端翼部のピッチを基準とし，5cm～15cm 程度を標準とする。ただし，堅固な地層や先端翼部のピッチを基準とし，5cm～15cm 程度を標準とする。ただし，堅固な地層や先端翼部のピッチを基準とし，5cm～15cm 程度を標準とする。ただし，堅固な地層や

締まった地層に貫入させる場合で，貫入抵抗が大きくなり貫入速度が減少する傾向が締まった地層に貫入させる場合で，貫入抵抗が大きくなり貫入速度が減少する傾向が締まった地層に貫入させる場合で，貫入抵抗が大きくなり貫入速度が減少する傾向が締まった地層に貫入させる場合で，貫入抵抗が大きくなり貫入速度が減少する傾向が締まった地層に貫入させる場合で，貫入抵抗が大きくなり貫入速度が減少する傾向が締まった地層に貫入させる場合で，貫入抵抗が大きくなり貫入速度が減少する傾向が締まった地層に貫入させる場合で，貫入抵抗が大きくなり貫入速度が減少する傾向が

みられる時は，貫入速度を無理に上げないよう注意しながら施工する。また，くい回みられる時は，貫入速度を無理に上げないよう注意しながら施工する。また，くい回みられる時は，貫入速度を無理に上げないよう注意しながら施工する。また，くい回みられる時は，貫入速度を無理に上げないよう注意しながら施工する。また，くい回みられる時は，貫入速度を無理に上げないよう注意しながら施工する。また，くい回みられる時は，貫入速度を無理に上げないよう注意しながら施工する。また，くい回みられる時は，貫入速度を無理に上げないよう注意しながら施工する。また，くい回

転装置のトルクについては，施工機械の選定により，くい体の許容ねじり強度以下と転装置のトルクについては，施工機械の選定により，くい体の許容ねじり強度以下と転装置のトルクについては，施工機械の選定により，くい体の許容ねじり強度以下と転装置のトルクについては，施工機械の選定により，くい体の許容ねじり強度以下と転装置のトルクについては，施工機械の選定により，くい体の許容ねじり強度以下と転装置のトルクについては，施工機械の選定により，くい体の許容ねじり強度以下と転装置のトルクについては，施工機械の選定により，くい体の許容ねじり強度以下と

なるよう制御する。なるよう制御する。なるよう制御する。なるよう制御する。なるよう制御する。なるよう制御する。なるよう制御する。

4) 継手の施工4) 継手の施工4) 継手の施工4) 継手の施工4) 継手の施工4) 継手の施工4) 継手の施工

本工法の施工における基礎ぐいの継手方法は，溶接継手（裏当て金具を用いた突合せ本工法の施工における基礎ぐいの継手方法は，溶接継手（裏当て金具を用いた突合せ本工法の施工における基礎ぐいの継手方法は，溶接継手（裏当て金具を用いた突合せ本工法の施工における基礎ぐいの継手方法は，溶接継手（裏当て金具を用いた突合せ本工法の施工における基礎ぐいの継手方法は，溶接継手（裏当て金具を用いた突合せ本工法の施工における基礎ぐいの継手方法は，溶接継手（裏当て金具を用いた突合せ本工法の施工における基礎ぐいの継手方法は，溶接継手（裏当て金具を用いた突合せ

溶接）か機械式継手とする。 溶接）か機械式継手とする。 溶接）か機械式継手とする。 溶接）か機械式継手とする。 溶接）か機械式継手とする。 溶接）か機械式継手とする。 溶接）か機械式継手とする。 

機械式継手を用いる場合は，第三者機関で証明（評定）等をうけた工法を採用し，機械式継手を用いる場合は，第三者機関で証明（評定）等をうけた工法を採用し，機械式継手を用いる場合は，第三者機関で証明（評定）等をうけた工法を採用し，機械式継手を用いる場合は，第三者機関で証明（評定）等をうけた工法を採用し，機械式継手を用いる場合は，第三者機関で証明（評定）等をうけた工法を採用し，機械式継手を用いる場合は，第三者機関で証明（評定）等をうけた工法を採用し，機械式継手を用いる場合は，第三者機関で証明（評定）等をうけた工法を採用し，

施工においては，当該工法の施工指針等の管理規定に準ずる。施工においては，当該工法の施工指針等の管理規定に準ずる。施工においては，当該工法の施工指針等の管理規定に準ずる。施工においては，当該工法の施工指針等の管理規定に準ずる。施工においては，当該工法の施工指針等の管理規定に準ずる。施工においては，当該工法の施工指針等の管理規定に準ずる。施工においては，当該工法の施工指針等の管理規定に準ずる。

溶接継手の裏当て金具は，鋼管軸径より小さく，鋼管を溶接する時に発生する溶着金属溶接継手の裏当て金具は，鋼管軸径より小さく，鋼管を溶接する時に発生する溶着金属溶接継手の裏当て金具は，鋼管軸径より小さく，鋼管を溶接する時に発生する溶着金属溶接継手の裏当て金具は，鋼管軸径より小さく，鋼管を溶接する時に発生する溶着金属溶接継手の裏当て金具は，鋼管軸径より小さく，鋼管を溶接する時に発生する溶着金属溶接継手の裏当て金具は，鋼管軸径より小さく，鋼管を溶接する時に発生する溶着金属溶接継手の裏当て金具は，鋼管軸径より小さく，鋼管を溶接する時に発生する溶着金属

を裏側に漏らさないようできる円筒状の金具とする。を裏側に漏らさないようできる円筒状の金具とする。を裏側に漏らさないようできる円筒状の金具とする。を裏側に漏らさないようできる円筒状の金具とする。を裏側に漏らさないようできる円筒状の金具とする。を裏側に漏らさないようできる円筒状の金具とする。を裏側に漏らさないようできる円筒状の金具とする。

上記、機能を機能を有すれば形状は任意で良いものとする。上記、機能を機能を有すれば形状は任意で良いものとする。上記、機能を機能を有すれば形状は任意で良いものとする。上記、機能を機能を有すれば形状は任意で良いものとする。上記、機能を機能を有すれば形状は任意で良いものとする。上記、機能を機能を有すれば形状は任意で良いものとする。上記、機能を機能を有すれば形状は任意で良いものとする。

5) 支持層の確認と打ち止め管理5) 支持層の確認と打ち止め管理5) 支持層の確認と打ち止め管理5) 支持層の確認と打ち止め管理5) 支持層の確認と打ち止め管理5) 支持層の確認と打ち止め管理5) 支持層の確認と打ち止め管理

試験ぐいで定めた指標値（トルク値あるいはCV 値）で打ち止め管理を行う。指標値を満試験ぐいで定めた指標値（トルク値あるいはCV 値）で打ち止め管理を行う。指標値を満試験ぐいで定めた指標値（トルク値あるいはCV 値）で打ち止め管理を行う。指標値を満試験ぐいで定めた指標値（トルク値あるいはCV 値）で打ち止め管理を行う。指標値を満試験ぐいで定めた指標値（トルク値あるいはCV 値）で打ち止め管理を行う。指標値を満試験ぐいで定めた指標値（トルク値あるいはCV 値）で打ち止め管理を行う。指標値を満試験ぐいで定めた指標値（トルク値あるいはCV 値）で打ち止め管理を行う。指標値を満

足できない場合は，管理者あるいは設計者と協議して対策を講じる。足できない場合は，管理者あるいは設計者と協議して対策を講じる。足できない場合は，管理者あるいは設計者と協議して対策を講じる。足できない場合は，管理者あるいは設計者と協議して対策を講じる。足できない場合は，管理者あるいは設計者と協議して対策を講じる。足できない場合は，管理者あるいは設計者と協議して対策を講じる。足できない場合は，管理者あるいは設計者と協議して対策を講じる。

（注）地中障害物によって高止まりした場合は，オーガ－等で障害物を排除して再施工（注）地中障害物によって高止まりした場合は，オーガ－等で障害物を排除して再施工（注）地中障害物によって高止まりした場合は，オーガ－等で障害物を排除して再施工（注）地中障害物によって高止まりした場合は，オーガ－等で障害物を排除して再施工（注）地中障害物によって高止まりした場合は，オーガ－等で障害物を排除して再施工（注）地中障害物によって高止まりした場合は，オーガ－等で障害物を排除して再施工（注）地中障害物によって高止まりした場合は，オーガ－等で障害物を排除して再施工

またはくいの位置の変更や増ぐいなどの対応を設計者と協議し，発注者に報告する。またはくいの位置の変更や増ぐいなどの対応を設計者と協議し，発注者に報告する。またはくいの位置の変更や増ぐいなどの対応を設計者と協議し，発注者に報告する。またはくいの位置の変更や増ぐいなどの対応を設計者と協議し，発注者に報告する。またはくいの位置の変更や増ぐいなどの対応を設計者と協議し，発注者に報告する。またはくいの位置の変更や増ぐいなどの対応を設計者と協議し，発注者に報告する。またはくいの位置の変更や増ぐいなどの対応を設計者と協議し，発注者に報告する。

6) 施工管理項目6) 施工管理項目6) 施工管理項目6) 施工管理項目6) 施工管理項目6) 施工管理項目6) 施工管理項目

本工法の工事おける各工程における標準的な施工管理項目・管理方法及び管理値は本工法の工事おける各工程における標準的な施工管理項目・管理方法及び管理値は本工法の工事おける各工程における標準的な施工管理項目・管理方法及び管理値は本工法の工事おける各工程における標準的な施工管理項目・管理方法及び管理値は本工法の工事おける各工程における標準的な施工管理項目・管理方法及び管理値は本工法の工事おける各工程における標準的な施工管理項目・管理方法及び管理値は本工法の工事おける各工程における標準的な施工管理項目・管理方法及び管理値は

設計施工指針に示す。なお，施工管理項目・管理方法および管理値については，設計施工指針に示す。なお，施工管理項目・管理方法および管理値については，設計施工指針に示す。なお，施工管理項目・管理方法および管理値については，設計施工指針に示す。なお，施工管理項目・管理方法および管理値については，設計施工指針に示す。なお，施工管理項目・管理方法および管理値については，設計施工指針に示す。なお，施工管理項目・管理方法および管理値については，設計施工指針に示す。なお，施工管理項目・管理方法および管理値については，

原則として設計図書に基づくが，設計図書に記載されていない場合は，指針に従うもの原則として設計図書に基づくが，設計図書に記載されていない場合は，指針に従うもの原則として設計図書に基づくが，設計図書に記載されていない場合は，指針に従うもの原則として設計図書に基づくが，設計図書に記載されていない場合は，指針に従うもの原則として設計図書に基づくが，設計図書に記載されていない場合は，指針に従うもの原則として設計図書に基づくが，設計図書に記載されていない場合は，指針に従うもの原則として設計図書に基づくが，設計図書に記載されていない場合は，指針に従うもの

とする。とする。とする。とする。とする。とする。とする。

7) 施工記録7) 施工記録7) 施工記録7) 施工記録7) 施工記録7) 施工記録7) 施工記録

施工した全てのくいについての施工記録を作成する。施工管理技術者は，下記事項に関施工した全てのくいについての施工記録を作成する。施工管理技術者は，下記事項に関施工した全てのくいについての施工記録を作成する。施工管理技術者は，下記事項に関施工した全てのくいについての施工記録を作成する。施工管理技術者は，下記事項に関施工した全てのくいについての施工記録を作成する。施工管理技術者は，下記事項に関施工した全てのくいについての施工記録を作成する。施工管理技術者は，下記事項に関施工した全てのくいについての施工記録を作成する。施工管理技術者は，下記事項に関

する施工記録を作成し，TG パイル工法協会に提出する。する施工記録を作成し，TG パイル工法協会に提出する。する施工記録を作成し，TG パイル工法協会に提出する。する施工記録を作成し，TG パイル工法協会に提出する。する施工記録を作成し，TG パイル工法協会に提出する。する施工記録を作成し，TG パイル工法協会に提出する。する施工記録を作成し，TG パイル工法協会に提出する。

4.事前調査4.事前調査4.事前調査4.事前調査4.事前調査4.事前調査4.事前調査

1) 現地調査1) 現地調査1) 現地調査1) 現地調査1) 現地調査1) 現地調査1) 現地調査

a)施工機械及びくい材の搬入経路，道路幅員，高さ制限，道路状況等を事前に調査する。 a)施工機械及びくい材の搬入経路，道路幅員，高さ制限，道路状況等を事前に調査する。 a)施工機械及びくい材の搬入経路，道路幅員，高さ制限，道路状況等を事前に調査する。 a)施工機械及びくい材の搬入経路，道路幅員，高さ制限，道路状況等を事前に調査する。 a)施工機械及びくい材の搬入経路，道路幅員，高さ制限，道路状況等を事前に調査する。 a)施工機械及びくい材の搬入経路，道路幅員，高さ制限，道路状況等を事前に調査する。 a)施工機械及びくい材の搬入経路，道路幅員，高さ制限，道路状況等を事前に調査する。 

また，許可条件等についても事前に調査確認する。また，許可条件等についても事前に調査確認する。また，許可条件等についても事前に調査確認する。また，許可条件等についても事前に調査確認する。また，許可条件等についても事前に調査確認する。また，許可条件等についても事前に調査確認する。また，許可条件等についても事前に調査確認する。

b)施工敷地の形状，地盤状況及び隣接建物，上空障害物等の周辺状況を事前に調査する。b)施工敷地の形状，地盤状況及び隣接建物，上空障害物等の周辺状況を事前に調査する。b)施工敷地の形状，地盤状況及び隣接建物，上空障害物等の周辺状況を事前に調査する。b)施工敷地の形状，地盤状況及び隣接建物，上空障害物等の周辺状況を事前に調査する。b)施工敷地の形状，地盤状況及び隣接建物，上空障害物等の周辺状況を事前に調査する。b)施工敷地の形状，地盤状況及び隣接建物，上空障害物等の周辺状況を事前に調査する。b)施工敷地の形状，地盤状況及び隣接建物，上空障害物等の周辺状況を事前に調査する。

c)施工敷地内の支障物及び地下埋設物位置を，現況図・測量図や設計図書等にて事前にc)施工敷地内の支障物及び地下埋設物位置を，現況図・測量図や設計図書等にて事前にc)施工敷地内の支障物及び地下埋設物位置を，現況図・測量図や設計図書等にて事前にc)施工敷地内の支障物及び地下埋設物位置を，現況図・測量図や設計図書等にて事前にc)施工敷地内の支障物及び地下埋設物位置を，現況図・測量図や設計図書等にて事前にc)施工敷地内の支障物及び地下埋設物位置を，現況図・測量図や設計図書等にて事前にc)施工敷地内の支障物及び地下埋設物位置を，現況図・測量図や設計図書等にて事前に

確認する。確認する。確認する。確認する。確認する。確認する。確認する。

2) 地盤調査2) 地盤調査2) 地盤調査2) 地盤調査2) 地盤調査2) 地盤調査2) 地盤調査

調査ボ－リング及び標準貫入試験により，支持地盤及び中間層の土質，層厚及びＮ値調査ボ－リング及び標準貫入試験により，支持地盤及び中間層の土質，層厚及びＮ値調査ボ－リング及び標準貫入試験により，支持地盤及び中間層の土質，層厚及びＮ値調査ボ－リング及び標準貫入試験により，支持地盤及び中間層の土質，層厚及びＮ値調査ボ－リング及び標準貫入試験により，支持地盤及び中間層の土質，層厚及びＮ値調査ボ－リング及び標準貫入試験により，支持地盤及び中間層の土質，層厚及びＮ値調査ボ－リング及び標準貫入試験により，支持地盤及び中間層の土質，層厚及びＮ値

を確認する。施工面積が大きい場合や支持地盤に不陸又は傾斜が予想される場合は，を確認する。施工面積が大きい場合や支持地盤に不陸又は傾斜が予想される場合は，を確認する。施工面積が大きい場合や支持地盤に不陸又は傾斜が予想される場合は，を確認する。施工面積が大きい場合や支持地盤に不陸又は傾斜が予想される場合は，を確認する。施工面積が大きい場合や支持地盤に不陸又は傾斜が予想される場合は，を確認する。施工面積が大きい場合や支持地盤に不陸又は傾斜が予想される場合は，を確認する。施工面積が大きい場合や支持地盤に不陸又は傾斜が予想される場合は，

スクリューウエイト貫入試験や動的コーン貫入試験等を調査ボ－リング及び標準貫入試験スクリューウエイト貫入試験や動的コーン貫入試験等を調査ボ－リング及び標準貫入試験スクリューウエイト貫入試験や動的コーン貫入試験等を調査ボ－リング及び標準貫入試験スクリューウエイト貫入試験や動的コーン貫入試験等を調査ボ－リング及び標準貫入試験スクリューウエイト貫入試験や動的コーン貫入試験等を調査ボ－リング及び標準貫入試験スクリューウエイト貫入試験や動的コーン貫入試験等を調査ボ－リング及び標準貫入試験スクリューウエイト貫入試験や動的コーン貫入試験等を調査ボ－リング及び標準貫入試験

の補足として追加実施する場合もある。の補足として追加実施する場合もある。の補足として追加実施する場合もある。の補足として追加実施する場合もある。の補足として追加実施する場合もある。の補足として追加実施する場合もある。の補足として追加実施する場合もある。

支持地盤においては，くい先端より下方に5De（De：基礎ぐいの先端の有効断面積Ap支持地盤においては，くい先端より下方に5De（De：基礎ぐいの先端の有効断面積Ap支持地盤においては，くい先端より下方に5De（De：基礎ぐいの先端の有効断面積Ap支持地盤においては，くい先端より下方に5De（De：基礎ぐいの先端の有効断面積Ap支持地盤においては，くい先端より下方に5De（De：基礎ぐいの先端の有効断面積Ap支持地盤においては，くい先端より下方に5De（De：基礎ぐいの先端の有効断面積Ap支持地盤においては，くい先端より下方に5De（De：基礎ぐいの先端の有効断面積Ap

を円形とした場合における円の直径）以上の範囲（以下，くい先端下部地盤）におけるを円形とした場合における円の直径）以上の範囲（以下，くい先端下部地盤）におけるを円形とした場合における円の直径）以上の範囲（以下，くい先端下部地盤）におけるを円形とした場合における円の直径）以上の範囲（以下，くい先端下部地盤）におけるを円形とした場合における円の直径）以上の範囲（以下，くい先端下部地盤）におけるを円形とした場合における円の直径）以上の範囲（以下，くい先端下部地盤）におけるを円形とした場合における円の直径）以上の範囲（以下，くい先端下部地盤）における

地盤情報を把握し，αが適用できる地盤であることを地盤調査により確認する。ただし， 地盤情報を把握し，αが適用できる地盤であることを地盤調査により確認する。ただし， 地盤情報を把握し，αが適用できる地盤であることを地盤調査により確認する。ただし， 地盤情報を把握し，αが適用できる地盤であることを地盤調査により確認する。ただし， 地盤情報を把握し，αが適用できる地盤であることを地盤調査により確認する。ただし， 地盤情報を把握し，αが適用できる地盤であることを地盤調査により確認する。ただし， 地盤情報を把握し，αが適用できる地盤であることを地盤調査により確認する。ただし， 

くい先端下部地盤における地盤情報が既往の調査等により明らかな場合は，この限りでくい先端下部地盤における地盤情報が既往の調査等により明らかな場合は，この限りでくい先端下部地盤における地盤情報が既往の調査等により明らかな場合は，この限りでくい先端下部地盤における地盤情報が既往の調査等により明らかな場合は，この限りでくい先端下部地盤における地盤情報が既往の調査等により明らかな場合は，この限りでくい先端下部地盤における地盤情報が既往の調査等により明らかな場合は，この限りでくい先端下部地盤における地盤情報が既往の調査等により明らかな場合は，この限りで

はない。はない。はない。はない。はない。はない。はない。

設計に際し，調査データから異常と思われる固い地盤が出た時（沖縄での中間層の点設計に際し，調査データから異常と思われる固い地盤が出た時（沖縄での中間層の点設計に際し，調査データから異常と思われる固い地盤が出た時（沖縄での中間層の点設計に際し，調査データから異常と思われる固い地盤が出た時（沖縄での中間層の点設計に際し，調査データから異常と思われる固い地盤が出た時（沖縄での中間層の点設計に際し，調査データから異常と思われる固い地盤が出た時（沖縄での中間層の点設計に際し，調査データから異常と思われる固い地盤が出た時（沖縄での中間層の点

在等）は，そのデータを考慮せずに支持力を計算する。在等）は，そのデータを考慮せずに支持力を計算する。在等）は，そのデータを考慮せずに支持力を計算する。在等）は，そのデータを考慮せずに支持力を計算する。在等）は，そのデータを考慮せずに支持力を計算する。在等）は，そのデータを考慮せずに支持力を計算する。在等）は，そのデータを考慮せずに支持力を計算する。
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